
広島大学学術情報リポジトリ
Hiroshima University Institutional Repository

Title
阮元の地域詩文献における詩会と詩人の記録

Author(s)
市瀬, 信子

Citation
中國中世文學研究 , 74 : 61 - 83

Issue Date
2021-03-29

DOI

Self DOI

URL
https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00051124

Right

Relation

https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00051124


- 61 -

阮
元
の
地
域
詩
文
献
に
お
け
る
詩
会
と
詩
人
の
記
録

市

瀬

信

子

一
、
は
じ
め
に

清
代
は
、
地
域
文
学
、
と
り
わ
け
詩
を
地
域
別
に
分
け
て
詩
集
、

詩
話
に
記
録
す
る
こ
と
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。

清
代
は
、
文
学
史
上
、
地
域
性
が
最
も
際
だ
っ
た
時
代
で
あ
る
。

地
域
文
学
を
代
表
す
る
も
の
の
主
要
部
分
は
詩
歌
で
あ
っ
た
。
故

に
膨
大
な
数
の
地
域
別
の
詩
集
、
地
域
別
の
詩
話
が
編
纂
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
傾
向
は
清
代
に
到
っ
て
よ
り
顕
著
と
な
り
、

地
域
を
対
象
と
す
る
詩
文
集
の
数
は
膨
大
な
も
の
と
な
っ
た
。

そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
地
方
志
の
編
纂
で
あ
る
。
明
清
時
代
は

国
家
事
業
で
あ
る
『
一
統
志
』
編
纂
に
と
も
な
い
、
そ
の
根
底
と

な
る
地
方
志
の
編
纂
が
急
務
と
な
っ
た
。『
明
一
統
志
』
は
、
名
勝

旧
蹟
を
列
挙
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
詩
を
付
す
と
い
う
体
裁
で
詩
が
多

く
採
録
さ
れ
、
地
方
志
も
ま
た
名
勝
旧
蹟
・
山
川
・
風
俗
な
ど
、

様
々
な
箇
所
に
詩
が
使
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た[

１]

。
こ
の
傾
向
は

明
か
ら
清
へ
と
続
い
た
。
更
に
、
清
代
の
地
方
志
に
は
「
文
苑
伝
」
、

「
芸
文
志
」
と
い
っ
た
項
目
が
あ
る
。
明
清
時
代
の
地
方
志
の
芸

文
志
に
は
、
書
目
の
他
に
詩
歌
も
掲
載
す
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た

[

２]

。
そ
こ
に
資
料
を
提
供
す
る
た
め
に
、
地
域
別
の
詩
集
や
詩
話

が
次
々
に
編
纂
さ
れ
た[

３]

。

地
方
志
の
編
纂
は
、
宋
代
以
後
官
僚
が
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
が
、
清
代
で
は
、
地
域
詩
総
集
の
編
纂
に
も
、
官
僚
が

関
わ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
揚
州
出
身
の
阮

元
（
一
七
六
四
～
一
八
四
九
）
も
、
浙
江
学
政
と
し
て
赴
任
し
た

折
、
詩
に
関
す
る
地
方
文
献
と
し
て
、
揚
州
一
帯
の
詩
の
総
集
『
淮

海
英
霊
集
』
を
編
纂
し
、
揚
州
の
詩
話
と
も
い
え
る
『
広
陵
詩
事
』

を
ま
と
め
、
更
に
浙
江
詩
の
総
集
で
あ
る
『
両
浙
輶
軒
録
』『
両
浙

輶
軒
録
補
遺
』
の
編
撰
に
携
わ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
ほ
ぼ

同
時
期
に
編
撰
さ
れ
て
い
る
。

揚
州
と
浙
江
の
二
つ
の
地
域
は
、
詩
に
於
い
て
は
結
び
つ
き
が

強
い
。
な
ぜ
な
ら
、
揚
州
詩
壇
に
は
浙
江
詩
人
が
多
く
移
動
し
て

詩
会
で
活
躍
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
揚
州
は
、
地
域
を
越
え
て

詩
人
を
迎
え
た
詩
会
が
隆
盛
で
あ
っ
た
地
で
あ
り
、
浙
江
は
地
域

を
越
え
て
外
に
詩
人
達
が
出
て
行
っ
た
地
で
あ
る
。

地
方
志
の
時
代
に
、
地
域
ご
と
の
詩
を
記
録
し
た
詩
集
を
編
纂

し
よ
う
と
す
る
機
運
が
高
ま
っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
で

あ
る
が
、
揚
州
と
浙
江
の
よ
う
に
地
域
を
越
え
た
詩
会
は
地
域
と

い
う
基
準
の
中
で
ど
う
記
録
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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本
稿
で
は
、
阮
元
の
両
地
域
の
地
域
詩
文
献
を
通
し
て
、
地
域

を
越
え
た
詩
会
と
そ
の
詩
人
達
が
各
地
域
の
文
献
に
ど
の
よ
う
に

記
録
さ
れ
た
か
を
検
証
し
て
み
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
阮
元
が
地
域

の
記
録
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
か
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

二
、
清
代
の
地
域
詩
集
と
地
域
詩
話

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
清
代
は
地
方
誌
の
編
纂
が
盛
ん
に
な
っ

た
時
代
で
あ
る
。
そ
の
状
況
を
ま
ず
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

地
方
誌
編
纂
事
業
の
拡
大
は
、
三
次
に
及
ぶ
『
大
清
一
統
志
』
の

編
纂
に
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
次
『
大
清
一
統
志
』

の
纂
修
は
、
康
熙
二
十
五
年
か
ら
乾
隆
五
年
に
か
け
て
行
わ
れ
、

初
修
『
大
清
一
統
志
』
は
全
三
百
五
十
六
巻
で
あ
っ
た
。
第
二
次

は
乾
隆
二
十
九
年
か
ら
乾
隆
五
十
年
に
か
け
て
纂
修
さ
れ
、
全
四

百
六
十
巻
、
第
三
次
は
嘉
慶
十
六
年
か
ら
道
光
二
十
二
年
に
か
け

て
纂
修
さ
れ
、
全
五
百
六
十
巻
で
あ
っ
た
。
全
国
を
網
羅
し
、
時

代
を
追
う
に
つ
れ
て
大
部
に
な
っ
て
ゆ
く
『
一
統
志
』
に
は
、
各

地
方
ご
と
の
資
料
が
広
く
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ゆ
え
に

地
方
誌
の
編
纂
も
、
明
以
前
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の

頻
度
、
規
模
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
清
代
の

地
方
志
は
歴
史
上
最
も
多
く
、
現
存
す
る
も
の
で
六
千
種
近
い
と

す
る
説
も
あ
る[

４]

。

清
代
は
地
方
志
の
数
の
増
加
と
連
動
す
る
よ
う
に
、
地
方
詩
の

総
集
の
数
も
増
加
し
て
い
る
。
蒋
寅
は
、
清
代
の
地
域
性
詩
文
集

の
数
量
が
激
増
し
統
計
は
難
し
い
と
し
な
が
ら
、『
中
国
叢
書
総
録
』

集
部
總
集
類
の
郡
邑
に
関
す
る
も
の
が
七
十
七
種
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
、
中
国
社
会
科
学
院
文
学
所
に
所
蔵
さ
れ
る
地
域
詩
文
総
集

が
約
四
百
種
あ
る
と
す
る
。
松
村
昂
『
清
詩
総
集
叙
録
』（
汲
古
書

院
、
二
〇
一
〇
）
は
、
百
五
十
七
種
を
記
載
す
る
が
、
そ
の
う
ち
、

全
国
的
総
集
が
八
十
種
、
地
方
的
総
集
が
七
十
七
種
で
あ
り
、
地

域
と
い
う
区
分
が
詩
文
の
中
で
い
か
に
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い

る
か
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
詩
話
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
蒋
寅
『
清
詩
話
考
』（
中

華
書
局
、
二
〇
〇
五
）
の
「
清
詩
話
見
存
書
目
」
に
は
、
郡
邑
詩

話
と
し
て
四
十
種
以
上
を
収
録
し
て
い
る
。
郡
邑
詩
話
と
は
地
方

詩
話
、
地
域
詩
話
と
も
称
さ
れ
る
も
の
で
、
蒋
寅
は
郡
邑
詩
話
の

中
に
阮
元
『
広
陵
詩
事
』
を
入
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
、
地
域
の

詩
に
関
す
る
文
献
が
盛
ん
に
編
纂
さ
れ
た
時
代
に
、
ひ
と
き
わ
高

い
評
価
を
受
け
た
の
が
阮
元
の
総
詩
集
、
詩
話
で
あ
る
。

二
、
阮
元
の
地
域
詩
文
献

阮
元
は
、
字
を
伯
元
と
い
い
、
芸
台
と
号
し
た
。
江
蘇
儀
徴
の

う
ん
だ
い

人
で
、
乾
隆
五
十
四
年
（
一
七
八
九
）
の
進
士
で
あ
る
。
学
者
と

し
て
、
自
ら
が
中
心
と
な
り
『
経
籍
籑
詁
』
、
『
十
三
経
注
疏
校
勘

記
』
、
『
疇
人
伝
』
、
『
皇
清
経
解
』
等
の
編
纂
に
携
わ
る
一
方
、
地

域
詩
文
献
の
編
纂
に
も
力
を
注
い
だ
。
阮
元
は
乾
隆
六
十
年
（
一

七
九
五
）
三
十
三
歳
の
時
に
山
東
学
政
か
ら
、
浙
江
学
政
に
転
じ

る
と
、
出
身
地
の
儀
徴
を
含
む
揚
州
一
帯
の
清
初
か
ら
の
詩
人
と

そ
の
詩
を
集
め
、『
淮
海
英
霊
集
』
の
編
纂
に
取
り
か
か
っ
た
。
こ

れ
が
地
域
詩
文
献
に
関
わ
っ
た
最
初
で
あ
る
。『
淮
海
英
霊
集
』
序
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に
「
乾
隆
六
十
年
、
自
山
左
学
政
、
奉
命
移
任
浙
江
、
桑
梓
非
遙
、

徵
訪
較
易
、
遂
乃
博
求
遺
籍
、
徧
于
十
二
邑
（
乾
隆
六
十
年
、
山

左
学
政
よ
り
、
命
を
奉
じ
て
任
を
浙
江
に
移
し
、
桑
梓
遥
か
に
非

ず
、
徴
訪
較
や
易
く
、
遂
に
乃
ち
博
く
遺
籍
を
求
め
、
十
二
邑
に

や

遍
し
）
。
」
と
あ
る
。
ま
た
任
地
に
つ
い
た
翌
年
嘉
慶
元
年
（
一
九

七
六
）
に
は
、
地
元
の
人
員
を
組
織
し
て
、
浙
江
の
詩
歌
を
収
集

し
た
。
こ
れ
が
『
両
浙
輶
軒
録
』
編
纂
の
始
め
で
あ
る
。
任
務
の

最
終
年
で
あ
る
嘉
慶
三
年
（
一
九
七
八
）
正
月
に
『
淮
海
英
霊
集
』

は
完
成
し
、
四
月
に
『
両
浙
輶
軒
録
』
も
完
成
す
る
。『
両
浙
輶
軒

録
』
に
つ
い
て
は
、「
書
成
、
存
之
学
官
、
未
及
刊
板
。（
書
成
り
、

之
を
学
官
に
存
す
る
も
、
未
だ
刊
板
に
及
ば
ず
）
」（
『
両
浙
輶
軒
録
』

阮
元
序
）
と
あ
る
と
お
り
、
一
度
完
成
を
み
る
も
、
刊
行
に
は
至

っ
て
い
な
か
っ
た
。
翌
嘉
慶
四
年
（
一
七
九
九
）
、『
淮
海
英
霊
集
』

に
収
め
き
れ
な
か
っ
た
詩
事
を
集
め
た
『
広
陵
詩
事
』
が
制
作
さ

れ
る
。
『
広
陵
詩
事
』
は
嘉
慶
六
年
（
一
八
〇
一
）
に
刻
さ
れ
た
。

ま
た
『
両
浙
輶
軒
録
』
の
内
容
に
満
足
で
き
な
か
っ
た
阮
元
は
、

同
嘉
慶
六
年
『
両
浙
輶
軒
録
補
遺
』
を
刊
行
す
る
。
阮
元
は
更
に

嘉
慶
十
三
年
（
一
八
〇
八
）
に
従
弟
の
阮
亨
と
王
予
に
命
じ
て
『
続

淮
海
英
霊
集
』
を
編
纂
さ
せ
た[

５]

。

こ
れ
ら
の
地
域
詩
文
献
の
う
ち
、『
両
浙
輶
軒
録
』『
補
遺
』
は
、

官
僚
と
し
て
、
赴
任
地
の
詩
集
を
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。「
輶
軒
」

と
は
、
自
序
に
「
乗
輶
軒
采
風
（
輶
軒
に
乗
り
て
風
を
采
る
）」
と

あ
る
の
に
よ
る
。「
輶
軒
」
は
、
天
子
の
使
者
の
乗
る
車
で
、
松
村

昂
に
よ
る
と
、
学
政
お
よ
び
巡
撫
を
指
す
も
の
で
あ
る[

６]

。
つ
ま

り
、
学
政
と
い
う
立
場
か
ら
編
纂
に
取
り
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

一
方
『
淮
海
英
霊
集
』
は
、
浙
江
学
政
と
な
り
、
故
郷
揚
州
近
く

に
来
た
こ
と
で
、
資
料
が
集
め
や
す
い
と
考
え
、
自
ら
進
ん
で
編

纂
に
取
り
か
か
っ
た
も
の
で
あ
る[

７]

。
そ
れ
ぞ
れ
多
く
の
協
力
者

を
得
て
編
纂
し
て
い
る
が
、『
両
浙
輶
軒
録
』
は
、
編
纂
事
業
を
多

く
の
人
々
と
共
に
行
っ
て
お
り
、
凡
例
に
「
分
任
採
訪
諸
人
」
と

し
て
二
十
名
以
上
の
人
名
を
を
挙
げ
て
い
る
。
一
方
『
淮
海
英
霊

集
』
は
、
自
ら
が
中
心
と
な
り
、
故
郷
の
知
識
人
達
の
助
け
を
借

り
て
編
纂
に
取
り
組
ん
だ
。
自
分
の
意
思
で
始
め
た
作
業
で
あ
っ

た
た
め
か
、
非
常
に
熱
心
に
資
料
を
収
集
し
、『
淮
海
英
霊
集
』
で

取
り
込
め
な
か
っ
た
も
の
を
集
め
て
、
自
ら
『
広
陵
詩
事
』
を
撰

し
て
収
録
し
、
こ
の
二
種
を
も
っ
て
、
揚
州
詩
壇
の
全
貌
を
記
録

し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
『
広
陵
詩
事
』
に
は
、
詩
人
を
個
人
別

に
扱
う
詩
集
に
は
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
詩
会
の
記
事
を
多
く
収
録

す
る
。

『
両
浙
輶
軒
録
』
に
は
『
広
陵
詩
事
』
に
あ
た
る
も
の
は
作
ら

れ
て
お
ら
ず
、
当
時
も
っ
と
も
詩
会
が
盛
ん
と
い
わ
れ
た
杭
州
詩

会
の
様
子
を
ま
と
め
て
記
録
し
た
も
の
は
無
い
。
自
ら
が
中
心
と

な
っ
て
取
り
組
ん
だ
揚
州
の
記
録
に
詩
会
を
多
く
取
り
入
れ
た
こ

と
は
、
阮
元
が
詩
会
を
重
要
な
も
の
と
考
え
て
い
た
証
左
と
な
る

だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
阮
元
が
扱
っ
た
揚
州
と
浙
江
に
は
、
あ
る
共
通
点
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が
あ
る
。
そ
れ
は
い
ず
れ
も
清
代
前
半
期
に
詩
会
が
盛
ん
で
あ
っ

た
と
い
う
点
で
あ
る
。
特
に
揚
州
は
、
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
塩

商
ら
の
豊
か
な
私
財
が
文
化
事
業
に
注
が
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
外

か
ら
の
客
人
を
多
く
迎
え
入
れ
て
、
詩
壇
は
一
時
の
隆
盛
を
謳
わ

れ
た
。
王
漁
洋
、
孔
尚
任
、
盧
見
曾
ら
官
僚
が
開
催
し
た
紅
橋
修

禊
の
詩
会
は
、
全
国
に
そ
の
名
を
知
ら
し
め
た
。
一
方
浙
江
は
、

西
湖
を
擁
す
る
杭
州
を
中
心
に
、
詩
会
の
地
と
し
て
名
を
馳
せ
て

き
た
。

ま
た
も
う
一
つ
の
共
通
点
は
、
清
王
朝
に
と
っ
て
、
警
戒
す
べ

き
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
浙
江
は
、
雍
正
年
間
に
入
っ
て

か
ら
、
大
き
な
文
字
獄
が
連
続
し
、
雍
正
四
年
に
は
、
雍
正
帝
は

「
浙
江
風
俗
悪
」
と
し
て
、
浙
江
の
郷
試
、
会
試
を
停
止
し
て
い

る[

８]

。
し
か
し
、
揚
州
も
ま
た
、
清
朝
に
と
っ
て
警
戒
す
べ
き
地
で
あ

っ
た
。
四
庫
全
書
の
た
め
の
聚
書
が
乾
隆
三
十
七
年
に
始
ま
っ
た

が
、
そ
の
折
に
江
蘇
浙
江
が
最
も
危
険
視
さ
れ
て
い
た
。

「
此
等
筆
墨
妄
議
之
事
、
大
率
江
浙
両
省
居
多
。（
此
等
筆
墨
妄

議
の
事
は
、
大
率
江
浙
両
省
多
に
居
る
。
）
」
（
『
清
実
録
』
巻
九
百

六
十
四

乾
隆
三
十
九
年
八
月
）
及
び
、「
故
前
後
購
獲
応
燬
禁
書

籍
。
較
江
浙
両
省
尤
多
。
（
故
に
前
後
し
て
応
に
燬
禁
す
べ
き
書
籍

を
購
獲
す
。
較
ぶ
る
に
江
浙
両
省
尤
も
多
し
。
）
」
（
『
清
実
録
』
巻

一
千
二
十
二

乾
隆
四
十
一
年
十
二
月
）
と
あ
る
よ
う
に
、
処
分

す
べ
き
禁
書
が
江
蘇
浙
江
両
省
に
と
り
わ
け
多
い
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
地
域
的
環
境
が
悪
し
き
風
俗
を
育
て
る
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。
蔵
書
家
が
活
躍
し
た
代
表
的
な
地
域
が
揚
州
と
浙
江
で
あ

る
。
詩
会
の
盛
ん
な
地
方
都
市
は
、
科
挙
の
道
を
選
ば
な
い
文
人

が
、
蔵
書
家
や
富
商
の
も
と
で
盛
ん
に
詩
作
や
著
作
に
励
ん
だ
地

域
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
揚
州
詩
会
と
浙
江
詩
会
に
は
大
き
く
異
な
る
点
が
あ

る
。
揚
州
は
他
地
域
か
ら
の
詩
人
を
多
く
迎
え
入
れ
て
詩
会
の
隆

盛
を
迎
え
た
。
一
方
浙
江
は
杭
州
を
中
心
と
し
、
地
元
の
詩
人
を

中
心
と
し
た
詩
会
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
更
に
、
浙
江
は
揚
州
に
詩

人
達
を
送
り
出
し
、
各
地
の
詩
会
の
中
心
は
、
一
時
浙
江
詩
人
達

と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
当
時
の
様
子
は
、
王
昶
『
湖
海
詩

伝
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

揚
州
鹺
商
所
萃
、
喜
招
名
士
以
自
重
。
而
馬
氏
秋
玉
佩
兮
小

玲
瓏
山
館
、
尤
為
席
帽
所
帰
。
時
盧
雅
雨
任
運
使
、
又
能
奔
走

寒
畯
。
于
是
四
方
輻
輳
、
而
浙
人
尤
多
、
如
全
謝
山
祖
望
、
陳

楞
山
撰
、
厲
太
鴻
鶚
、
金
寿
門
農
、
陶
篁
村
元
藻
及
授
衣
弟
江

皐
、
尤
以
領
袖
称
。

（
『
湖
海
詩
伝
』
巻
六

陳
章
）

揚
州
は
鹺
商
の
萃
ま
る
所
、
喜
ん
で
名
士
を
招
き
て
以
て

自
ら
重
ん
ず
。
而
し
て
馬
氏
秋
玉
佩
兮
小
玲
瓏
山
館
は
、
尤

も
席
帽
の
帰
す
る
所
と
為
る
。
時
に
盧
雅
雨
任
運
使
、
又
能

く
寒
畯
に
奔
走
す
。
是
に
于
い
て
四
方
輻
輳
し
、
而
し
て
浙

人
尤
も
多
く
、
全
謝
山
祖
望
、
陳
楞
山
撰
、
厲
太
鴻
鶚
、
金

寿
門
農
、
陶
篁
村
元
藻
及
び
授
衣
の
弟
江
皐
の
如
き
、
尤
も

領
袖
を
以
て
称
せ
ら
る
。
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揚
州
詩
壇
は
、
ま
た
浙
江
詩
人
の
活
躍
の
場
で
も
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
揚
州
詩
会
の
よ
う
に
、
他
地
域
か
ら
官
僚
と
し
て
、
あ
る

い
は
客
人
と
し
て
招
か
れ
た
詩
人
達
が
詩
会
の
中
心
で
活
躍
し
た

場
合
、
揚
州
詩
人
だ
け
を
と
り
あ
げ
て
も
、
揚
州
詩
壇
の
実
態
を

捉
え
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
他
郷
の
詩
人
を
地
域
文
献
に
収
録

す
る
か
ど
う
か
、
収
録
す
る
な
ら
ど
う
い
う
形
を
と
る
の
か
、
は

文
献
に
よ
っ
て
扱
い
が
分
か
れ
る
部
分
で
あ
る
。
阮
元
は
ど
う
い

う
答
え
を
出
し
た
の
か
、
彼
の
編
纂
し
た
文
献
を
調
査
し
、
文
学

を
地
域
で
区
切
る
こ
と
の
問
題
を
阮
元
が
ど
う
捉
え
た
か
を
具
体

的
に
見
て
ゆ
く
。

三
、
『
淮
海
英
霊
集
』
と
『
広
陵
詩
事
』

『
淮
海
英
霊
集
』
の
「
淮
海
」
と
は
、
「
『
清
史
稿
』
巻
五
十
八

の
「
揚
州
府
、
領
州
二
（
高
郵
・
泰
）
、
県
六
（
江
都
・
甘
泉
・
揚

子
（
す
な
わ
ち
儀
徴
）・
興
加
・
宝
応
・
東
台
）」
の
九
邑
と
、
「
旧も

と
揚
州
に

隷

い
し
」
（
「
凡
例
」
）
「
通
州
直
隷
州
、
領
県
二
（
如

し
た
が

皐
・
泰
興
）
」
の
三
邑
を
含
む
十
二
邑
で
あ
り
、
旧
時
の
揚
州
を
指

す
。
ま
た
、
採
録
す
る
の
は
、
凡
例
に
「
今
録
詩
托
始
国
初
（
今

詩
を
録
す
る
に
托
す
る
は
国
初
に
始
む
）
」
「
所
録
詩
人
、
皆
以
已

故
者
為
断
（
録
す
る
所
の
詩
人
、
皆
故
者
を
以
て
断
と
為
す
）」
と

あ
る
と
お
り
、
清
初
か
ら
、
乾
隆
年
間
の
詩
人
で
故
人
で
あ
る
者

を
対
象
と
す
る
。
収
録
さ
れ
た
詩
人
は
八
百
六
十
五
名
、
詩
は
一

千
四
百
八
十
八
篇
に
及
ぶ
。
こ
の
詩
集
を
編
纂
し
た
理
由
に
つ
い

て
、
阮
元
は
序
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

余
之
録
此
集
、
非
敢
取
郷
先
生
之
詩
衡
以
格
律
而
選
定
之
也
、

亦
非
藉
已
故
詩
人
為
延
誉
計
也
。
広
陵
耆
旧
零
落
百
余
年
矣
、

康
熙
、
雍
正
及
乾
隆
初
年
已
刊
専
集
漸
就
散
失
、
近
年
詩
人
刻

集
者
鮮
、
其
高
情
孤
調
卓
然
成
家
者
固
多
。
即
残
篇
断
句
僅
留

于
敝
簏
中
者
亦
指
不
勝
数
、
亟
求
之
猶
懼
其
遺
佚
而
不
彰
、
遅

之
又
久
不
更
替
乎
。
且
事
之
散
者
難
聚
、
聚
者
易
伝
。
後
之
君

子
、
懐
耆
旧
之
逸
轍
、
采
淮
海
之
淳
風
、
文
献
略
備
、
庶
有
取

焉
。

（
「
淮
海
英
霊
集
序
」『
揅
経
室
二
集
』
巻
八
）

余
の
此
の
集
を
録
す
は
、
敢
へ
て
郷
先
生
の
詩
を
取
り
て

衡
る
に
格
律
を
以
て
之
を
選
定
す
る
に
非
ざ
る
な
り
、
亦
た

は
か已

に
故
り
し
詩
人
を
藉
り
て
延
誉
の
計
を
為
す
に
非
ざ
る
な

り
。
広
陵
の
耆
旧
零
落
す
る
こ
と
百
余
年
に
し
て
、
康
熙
、

雍
正
及
び
乾
隆
初
年
已
に
専
集
を
刊
す
る
も
漸
く
散
失
に
就

き
、
近
年
詩
人
の
集
を
刻
す
る
者
鮮
き
も
、
其
の
高
情
孤
調

卓
然
と
し
て
家
を
成
す
者
固
よ
り
多
し
。
即
ち
残
篇
断
句
僅

か
に
敝
簏
中
に
留
む
る
者
も
亦
た
指
も
て
数
ふ
る
に
勝
へ

ず
、
亟
や
か
に
之
を
求
む
る
も
猶
ほ
其
の
遺
佚
し
て
彰
か
な

す
み

ら
ざ
る
を
懼
れ
、
之
を
遅
く
せ
ば
又
久
し
く
更
替
せ
ざ
る
か
。

且
つ
事
の
散
ず
る
者
は
聚
め
難
く
、
聚
ま
る
者
は
伝
へ
易
し
。

後
の
君
子
、
耆
旧
の
逸
轍
を
懐
ひ
、
淮
海
の
淳
風
を
采
る
に
、
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文
献
略
ぼ
備
は
れ
ば
、

庶

は
く
は
こ
れ
に
取
る
有
ら
ん
。

こ
い
ね
が

阮
元
に
よ
れ
ば
、
こ
の
詩
集
は
、
格
律
の
基
準
に
よ
っ
て
選
別

し
た
り
、
物
故
詩
人
の
名
誉
を
頌
揚
す
る
た
め
の
も
の
で
も
な
い
。

清
初
の
揚
州
詩
人
達
が
世
を
去
り
詩
壇
が
衰
退
し
て
百
年
余
り
、

康
熙
（
一
六
六
二
～
一
七
二
二
）・
雍
正
（
一
七
二
三
～
一
七
三
五
）

か
ら
乾
隆
（
一
七
三
六
～
一
七
九
五
）
の
初
め
ご
ろ
ま
で
の
七
、

八
十
年
余
り
の
間
に
刊
行
さ
れ
た
詩
の
専
集
は
、
嘉
慶
年
間
に
入

っ
た
今
、
す
で
に
徐
々
に
散
逸
し
始
め
て
い
る
上
に
、
優
れ
た
詩

人
が
多
く
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
近
年
は
詩
集
の
刊
行
も
少
な
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
。
更
に
、
詩
集
に
な
ら
な
い
詩
句
の
断
片
も

多
く
残
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
失
わ
れ
て
消
え
て
ゆ
く
と
い
う
。
こ

の
よ
う
に
、
失
わ
れ
ゆ
く
清
代
揚
州
の
詩
を
集
め
て
後
世
に
伝
え

る
、
と
い
う
と
い
う
の
が
阮
元
の
意
図
で
あ
っ
た
。
最
後
の
「
庶

有
取
焉
」
と
は
、『
淮
海
英
霊
集
』
を
資
料
と
し
て
、
地
方
志
な
ど

に
記
録
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

『
淮
海
英
霊
集
』
が
地
域
資
料
と
す
る
目
的
で
編
纂
さ
れ
た
こ

と
を
示
す
の
は
、
凡
例
の
一
つ
に
「
毎
人
各
為
小
伝
数
行
、
以
紀

爵
里
事
蹟
、
或
以
詩
存
人
、
或
以
人
存
詩
、
譌
舛
遺
漏
誠
恐
不
免
、

尚
希
同
志
、
諒
而
増
改
之
。（
毎
人
各
お
の
小
伝
数
行
を
為
し
、
以

て
爵
里
事
蹟
を
紀
し
、
或
ひ
は
詩
を
以
て
人
を
存
し
、
或
ひ
は
人

を
以
て
詩
を
存
す
も
、
譌
舛
遺
漏
誠
に
恐
ら
く
は
免
れ
ず
、
尚
ほ

同
志
の
、
諒
し
て
之
を
増
改
せ
ん
こ
と
を
希
ふ
。
）
」
と
あ
る
と
お

り
、
詩
人
の
伝
記
、
爵
里
事
蹟
を
記
し
、
刊
行
後
に
訂
正
が
あ
れ

ば
更
に
増
改
を
望
み
、
詩
人
の
記
録
と
し
て
正
確
で
あ
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
察
で
き
る
。

阮
元
が
『
淮
海
英
霊
集
』
な
ど
の
編
纂
に
取
り
組
ん
だ
時
期
は
、

地
方
誌
編
纂
が
最
も
盛
ん
な
時
代
で
あ
り
、
ま
た
嘉
慶
年
間
以
降

に
編
纂
さ
れ
た
『
揚
州
府
志
』
以
下
、
県
志
な
ど
に
は
、『
淮
海
英

霊
集
』
『
広
陵
詩
事
』
か
ら
引
か
れ
た
記
事
が
多
く
採
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
阮
元
の
目
的
は
果
た
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

さ
て
、
収
録
す
る
詩
人
や
詩
会
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
凡
例
を

挙
げ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

一
、
外
省
人
入
籍
揚
州
、
其
生
卒
在
揚
州
者
、
方
入
録
、
若

流
寓
詩
人
、
本
極
繁
多
、
且
昔
王
漁
洋
司
寇
、
盧
雅
雨
転
運
、

馬
秋
玉
徴
君
等
、
招
集
名
流
觴
詠
尢
盛
、
多
不
勝
収
、
当
俟
另

纂
。

一
、
外
省
人
の
揚
州
に
入
籍
す
る
は
、
其
の
生
卒
の
揚
州

に
在
る
者
に
し
て
、
方
め
て
録
に
入
る
。
流
寓
の
詩
人
の
ご

は
じ

と
き
は
、
本
よ
り
極
め
て
繁
多
な
り
。
且
つ
昔
王
漁
洋
司
寇
、

盧
雅
雨
転
運
、
馬
秋
玉
徴
君
等
、
名
流
を
招
集
し
觴
詠
尤
も

盛
ん
に
し
て
、
多
く
し
て
収
む
る
に
勝
へ
ず
、
当
に
另
纂
を
俟ま

つ
べ
し
。

こ
の
凡
例
で
は
、
本
籍
が
揚
州
で
な
い
場
合
、
揚
州
で
生
没
し
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た
者
以
外
は
記
録
し
な
い
、
と
い
う
厳
し
い
方
針
を
示
す
。
し
か

し
、
流
寓
の
詩
人
が
極
め
て
多
い
こ
と
も
ま
た
認
め
て
い
る
。
ま

た
、
王
士
禛
（
漁
洋
）
、
盧
見
曽
（
雅
雨
）
、
馬
曰
琯
（
秋
玉
）
ら

が
名
士
を
招
い
て
主
催
し
た
文
宴
つ
ま
り
詩
会
が
盛
ん
で
あ
っ
た

こ
と
も
述
べ
て
い
る
。
馬
曰
琯
は
、
揚
州
塩
商
で
あ
る
が
、
王
士

禛
、
盧
雅
雨
は
山
東
か
ら
揚
州
に
赴
任
し
た
官
僚
と
し
て
、
大
規

模
な
詩
会
で
あ
る
「
紅
橋
修
禊
」
を
開
催
し
、
揚
州
の
盛
事
と
讃

え
ら
れ
た
。
し
か
し
王
士
禛
、
盧
雅
雨
は
揚
州
人
で
は
な
く
、
生

没
も
揚
州
で
は
な
い
た
め
、
彼
ら
は
『
淮
海
英
霊
集
』
に
は
収
録

さ
れ
な
い
。
た
だ
そ
の
多
く
の
詩
会
に
つ
い
て
は
、
詩
集
と
は
別

に
編
纂
す
る
と
し
て
お
り
、
揚
州
詩
壇
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
出

来
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

揚
州
人
以
外
は
地
域
詩
集
に
収
録
し
な
い
、
と
い
う
方
針
は
、

実
は
当
時
の
地
方
詩
集
と
し
て
は
特
異
な
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時

の
地
方
誌
及
び
地
方
詩
集
に
は
、
他
郷
か
ら
の
流
寓
の
詩
人
、
訪

れ
た
著
名
人
の
活
躍
を
載
せ
る
こ
と
で
当
地
の
文
化
の
隆
盛
を
際

だ
た
せ
よ
う
と
い
う
例
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
蒋
寅
は
、
地

域
詩
集
や
詩
話
が
「
流
寓
」
と
い
わ
れ
る
他
の
地
か
ら
の
詩
人
の

作
品
を
多
く
収
録
し
、
そ
の
こ
と
が
当
地
の
誇
り
と
な
る
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
、
そ
う
し
た
本
地
の
風
物
名
勝
を
と
り
あ
げ
る
詩
文

が
地
方
志
の
芸
文
志
に
収
録
さ
れ
、
地
域
詩
集
や
詩
話
緒
を
補
う

役
目
も
果
た
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る[

９]

。

阮
元
は
、
あ
く
ま
で
も
流
寓
の
詩
人
を
地
方
詩
集
に
入
れ
る
こ

と
を
拒
ん
だ
が
、
後
に
阮
亨
ら
が
編
纂
し
た
『
淮
海
英
霊
続
集
』

で
は
、
凡
例
に
、「
外
省
人
入
籍
揚
州
、
仍
載
明
原
籍
、
其
流
寓
詩

人
亦
分
别
載
入
。」
と
、
外
地
の
人
で
後
に
揚
州
籍
と
な
っ
た
人
物

は
原
籍
を
明
記
し
、
流
寓
詩
人
は
、
揚
州
人
と
は
別
に
採
録
す
る

と
し
て
お
り
、
事
実
、
『
続
集
』
の
方
は
、
『
淮
海
英
霊
集
』
よ
り

遥
か
に
広
い
地
域
の
詩
人
を
収
録
し
て
い
る
。
阮
元
の
地
域
文
献

に
お
け
る
地
域
の
限
定
が
い
か
に
厳
し
か
っ
た
の
か
、
ま
た
そ
れ

が
当
時
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
か
が
こ
う
し
た
編
集
方
針
の
変
更

か
ら
も
見
て
取
れ
る
。

更
に
、
詩
会
の
記
録
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

一
、
忠
孝
節
義
之
事
蹟
、
及
讌
会
之
韻
事
、
園
亭
之
廃
興
、

彝
言
名
句
之
流
伝
、
書
画
古
器
之
賞
鑑
、
元
已
別
為
広
陵
詩
話

若
干
巻
、
俟
定
稿
後
再
為
付
梓
。

一
、
忠
孝
節
義
の
事
蹟
、
及
び
讌
会
の
韻
事
、
園
亭
の
廃

興
、
彝
言
名
句
の
流
伝
、
書
画
古
器
の
賞
鑑
、
元
已
に
別
に

広
陵
詩
話
若
干
巻
を
為
り
、
稿
を
定
む
る
を
俟
ち
て
後
再
び

為
に
梓
に
付
す
。

こ
の
凡
例
で
は
、
『
広
陵
詩
事
』
の
方
に
入
れ
る
内
容
を
具
体

的
に
挙
げ
る
。
忠
孝
節
義
、
讌
会
の
韻
事
、
彝
言
名
句
、
書
画
古

器
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、「
讌
会
の
韻
事
」
は
詩
会
で
あ
り
、

「
園
亭
の
廃
興
」
と
あ
る
園
亭
の
多
く
は
、
詩
会
の
地
と
な
っ
た
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も
の
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
詩
会
に
つ
い
て
は
『
淮
海
英

霊
集
』
に
は
記
録
せ
ず
、
『
広
陵
詩
事
』
に
そ
の
役
割
を
預
け
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
『
広
陵
詩
事
』
序
で
そ
の
編
纂
意
図
を
確
認
す
る
。

余
輯
淮
海
英
霊
集
既
成
、
得
以
読
広
陵
耆
旧
之
詩
、
且
得
知

広
陵
耆
旧
之
事
、
随
筆
疏
記
、
動
成
巻
帙
、
博
覧
別
集
、
所
獲

日
多
、
遂
名
之
曰
、
広
陵
詩
事
。
…
…
大
指
以
吾
郡
百
余
年
来

名
郷
賢
士
、
嘉
言
懿
行
、
綜
而
著
之
。
庶
幾
文
献
可
徴
、
不
致

零
落
殆
尽
。
且
余
生
于
諸
耆
旧
百
余
年
後
、
亦
藉
此
収
羅
残
缺
、

以
尽
後
学
之
責
也
。
退
食
余
閑
、
検
付
弟
亨
、
子
常
生
鈔
録
成

書
、
将
以
付
刻
。
至
于
爵
里
族
姓
或
有
舛
誤
、
遺
聞
佚
事
、
再

当
補
述
。
尚
望
同
志
君
子
訂
而
続
之
。

余

淮
海
英
霊
集
を
輯
し
て
既
に
成
り
、
以
て
広
陵
耆
旧

の
詩
を
読
む
を
得
、
且
つ
広
陵
耆
旧
の
事
を
知
る
を
得
、
筆

に
随
ひ
疏
に
記
し
、
動
も
す
れ
ば
巻
帙
を
成
し
、
別
集
を
博

や
や

覧
し
、
獲
る
所
日
に
多
く
、
遂
に
之
に
名
づ
け
て
広
陵
詩
事

と
曰
ふ
。
…
…
大
指
は
吾
が
郡
百
余
年
来
の
名
郷
賢
士
、
嘉

言
懿
行
を
以
て
、
綜
べ
て
之
を
著
は
さ
ん
と
す
。
文
献
徴
す

べ
く
、
零
落
殆
尽
を
致
さ
ざ
ら
ん
こ
と
を
庶
幾
ふ
。
且
つ
余

こ
ひ
ね
が

諸
耆
旧
百
余
年
の
後
に
生
ま
れ
、
亦
た
此
を
藉
り
て
残
缺

を
収
羅
し
、
以
て
後
学
の
責
を
尽
く
す
な
り
。
退
食
の
余
閑
、

検
す
る
に
弟
亨
、
子
常
生
に
付
し
て
鈔
録
成
書
せ
し
め
、
将

に
以
て
刻
に
付
さ
ん
と
す
。
爵
里
族
姓
に
或
ひ
は
舛
誤
、
遺

聞
佚
事
有
る
に
至
っ
て
は
、
再
び
当
に
補
述
す
べ
し
。
尚
ほ

同
志
君
子
に
訂
し
て
之
を
続
け
ん
こ
と
を
望
む
。

『
広
陵
詩
事
』
は
、
『
淮
海
英
霊
集
』
編
纂
の
時
に
揚
州
の
詩

人
、
事
蹟
に
つ
い
て
多
く
知
り
、
書
き
留
め
た
も
の
が
多
く
な
り
、

『
広
陵
詩
事
』
と
し
た
と
い
う
。
ま
た
、『
淮
海
英
霊
集
』
と
同
じ

く
、散
逸
し
て
ゆ
く
揚
州
の
嘉
言
善
行
を
記
そ
う
と
い
う
の
は
、『
広

陵
詩
事
』
と
い
う
題
に
あ
る
よ
う
に
、
詩
に
関
わ
る
も
の
が
や
は

り
多
い
。
ま
た
『
淮
海
英
霊
集
』
と
同
じ
く
記
録
が
散
逸
す
る
こ

と
を
恐
れ
、
文
献
を
収
集
し
た
と
い
う
。
ま
た
記
し
た
爵
里
族
姓

な
ど
に
誤
り
が
あ
れ
ば
訂
正
を
加
え
て
ほ
し
い
と
願
う
の
は
、
揚

州
地
方
誌
の
資
料
た
る
べ
き
意
義
を
持
た
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
詩
会
に
つ
い
て
『
広
陵
詩
事
』
序
は
全
く
触
れ
て
い
な

い
。

四
、
『
両
浙
輶
軒
録
』

次
に
『
両
浙
輶
軒
録
』
の
編
纂
方
針
に
つ
い
て
見
て
お
く
。

凡
例
に
、
収
録
す
る
人
物
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

一
、
是
編
始
自
国
初
、
迄
於
近
年
、
皆
取
其
人
已
往
、
可
以

論
定
者
録
之
。

是
の
編
は
国
初
自
り
始
め
、
近
年
に
迄
り
て
、
皆
な
其
の
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人
の
已
往
の
、
以
て
論
定
す
べ
き
者
を
取
り
て
之
を
録
す
。

こ
の
文
章
に
つ
い
て
、
松
村
昂
は
、
「
こ
れ
は
要
す
る
に
、
例

え
ば
、
す
で
に
思
想
犯
の
烙
印
を
お
さ
れ
た
呂
留
良
（
嘉
興
府
石

門
県
の
人
、
一
六
二
九
～
一
六
八
三
）
な
ど
は
採
録
し
な
い
こ
と

を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
い
る[

]

。
官
僚
の
立
場
で
浙

10

江
と
い
う
問
題
の
多
い
地
の
記
録
を
作
成
す
る
際
に
は
、
朝
廷
に

と
っ
て
の
犯
罪
者
を
除
外
す
る
と
い
う
の
は
、
必
要
な
措
置
で
あ

っ
た
。

先
に
、
阮
元
は
地
方
志
を
編
纂
す
る
資
料
と
し
て
、
地
方
詩
総

集
を
編
纂
し
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
当
時
の
地
方
志
編
纂
に
は
、

朝
廷
の
目
が
光
っ
て
い
た
。『
大
清
一
統
志
』
編
纂
に
際
し
て
は
、

乾
隆
帝
が
自
ら
検
閲
を
行
い
、
ま
た
地
方
志
編
纂
に
つ
い
て
も
、

厳
格
に
審
査
し
、
文
字
獄
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
が
、
す
で
に
指

摘
さ
れ
て
い
る[

]

。

11

そ
の
地
方
志
に
掲
載
さ
れ
る
べ
き
資
料
は
、
や
は
り
厳
し
い
審

査
を
通
る
べ
く
、人
物
を
選
ば
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
え
る
。『
淮

海
英
霊
集
』
は
私
的
な
編
纂
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
う
し
た
方
針
を

示
す
凡
例
は
な
い
の
だ
が
、
阮
元
の
心
理
と
し
て
は
、
や
は
り
同

様
に
慎
重
な
態
度
で
臨
ん
だ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

一
、
諸
大
家
宏
編
鉅
集
、
行
世
已
久
者
、
略
採
数
編
、
以
備

一
家
。
其
有
未
刻
遺
稿
者
、
転
多
録
之
、
以
防
散
佚
。

一
、
諸
大
家
の
宏
編
鉅
集
の
、
世
に
行
わ
れ
て
已
に
久
し

き
者
は
、
略
ぼ
数
編
を
採
り
、
以
っ
て
一
家
に
備
う
。
其
の

未
だ
刻
せ
ざ
る
遺
稿
有
る
者
は
、
転
た
多
く
之
れ
を
録
し
、

以
っ
て
散
佚
を
防
ぐ
。

こ
れ
は
、
有
名
人
で
そ
の
別
集
が
長
く
世
に
出
て
い
る
も
の
に

つ
い
て
は
作
品
数
を
少
な
く
し
、
遺
稿
が
未
刊
の
も
の
を
収
録
し
、

散
逸
を
防
ぎ
記
録
と
し
て
残
す
と
い
う
方
針
を
述
べ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
詩
集
が
、
阮
元
の
詩
の
主
張
に
よ
る
も
の
で
な
く
、
地

方
の
資
料
と
し
て
欠
落
の
な
い
も
の
と
す
る
と
い
う
方
針
で
編
纂

さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

『
両
浙
輶
軒
録
』
の
凡
例
は
、
地
方
官
僚
と
し
て
の
態
度
を
強

く
打
ち
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
は
流
寓
に
触
れ
る
こ

と
が
な
い
。
し
か
し
『
両
浙
輶
軒
録
』
も
、
当
地
以
外
の
客
人
や

流
寓
の
詩
人
を
収
録
し
な
い
。
凡
例
に
は
な
い
が
、
編
纂
方
針
は
、

『
淮
海
英
霊
集
』
と
同
じ
考
え
で
編
纂
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ

ろ
う
。

詩
会
に
つ
い
て
は
、
凡
例
で
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
『
両
浙
輶

軒
録
』
に
は
『
広
陵
詩
事
』
に
あ
た
る
も
の
が
な
い
。
で
は
、
詩

会
の
記
録
は
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
詩
会
の
詩
人
を
と

り
あ
げ
な
が
ら
、
検
証
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

五
、
韓
江
雅
集
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揚
州
と
浙
江
の
詩
会
の
詩
人
の
記
録
を
見
る
に
あ
た
っ
て
、
調

査
の
対
象
と
す
る
の
は
、
韓
江
雅
集
の
詩
人
達
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
韓
江
雅
集
は
揚
州
の
詩
会
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
中
心
に
い

た
の
は
浙
江
詩
人
達
だ
か
ら
で
あ
る
。
浙
江
詩
人
の
多
く
は
揚
州

に
長
年
に
渡
っ
て
居
住
し
て
お
り
、
浙
江
で
の
作
品
よ
り
揚
州
で

の
作
品
の
方
が
多
い
と
い
う
詩
人
も
多
い
。
し
か
し
揚
州
人
で
は

な
い
た
め
、
揚
州
の
記
録
に
は
残
さ
れ
な
い
。
地
域
を
越
え
て
活

動
し
た
韓
江
雅
集
の
詩
人
た
ち
は
、
各
地
域
文
献
に
ど
の
よ
う
に

記
録
さ
れ
た
の
か
を
調
べ
る
こ
と
は
、
地
域
文
献
の
時
代
の
詩
人

の
あ
り
方
を
知
る
こ
と
に
も
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
簡
単
に
韓
江
雅
集
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
。
清
代
の
乾

隆
初
期
、
揚
州
で
は
富
裕
な
塩
商
た
ち
が
、
巨
大
な
財
力
を
も
っ

て
、
各
種
文
化
事
業
を
支
え
た
。
揚
州
塩
商
の
代
表
格
が
馬
曰
琯
・

馬
曰
璐
兄
弟
で
あ
る
。
彼
ら
は
豊
富
な
蔵
書
を
誇
り
、
学
者
文
人

の
研
究
、
編
纂
事
業
を
支
援
し
つ
つ
自
身
も
事
業
に
参
加
す
る
知

識
人
で
あ
っ
た
。
馬
氏
は
自
ら
の
邸
宅
や
園
林
で
詩
会
を
開
催
し

た
。
ま
た
周
辺
の
塩
商
も
場
を
提
供
し
つ
つ
詩
会
に
参
加
し
た
。

そ
の
詩
会
が
韓
江
雅
集
で
あ
り
、
詩
社
と
し
て
韓
江
吟
社
の
名
称

も
あ
る
。
韓
江
は
ま
た
邗
江
と
も
表
記
さ
れ
る
。
詩
会
の
唱
和
詩

を
収
め
た
詩
集
が
『
韓
江
雅
集
』
で
あ
り
、
収
録
さ
れ
た
詩
の
数

は
聯
句
を
含
め
九
十
首
、
詩
人
は
四
十
一
名
、
収
録
期
間
は
乾
隆

八
年
～
十
二
年
の
六
年
間
に
わ
た
る
。
清
代
の
詩
会
の
詩
集
と
し

て
は
、
最
も
大
規
模
な
も
の
で
あ
る
。
阮
元
『
広
陵
詩
事
』
の
中

か
ら
、
詩
集
『
韓
江
雅
集
』
に
つ
い
て
記
す
部
分
を
見
て
み
る
。

馬
曰
琯
（
秋
玉
）
、
曰
璐
（
半
査
）
兄
弟
並
好
客
、
主
持
風
雅
、

勒
其
朋
侶
游
宴
之
詩
為
韓
江
雅
集
十
二
巻
。
与
斯
集
者
、
則
有

胡
期
恒
（
号
復
翁
、
本
湖
南
人
、
官
左
都
御
使
。
生
於
揚
州
、

故
在
揚
亦
自
号
里
人
。
然
曽
為
江
西
布
政
使
、
是
以
不
録
入
淮

海
集
）
、
唐
建
中
（
字
南
軒
、
天
門
人
、
康
熙
癸
巳
庶
常
）
、
程

夢
星
、
汪
玉
枢
、
厲
鶚
（
銭
塘
人
、
孝
廉
）、
方
士
庶
、
王
藻
、

方
士

、
陳
章
（
銭
塘
人
）
、
閔
華
、
陸
鍾
輝
、
全
祖
望
（
鄞
県

人
、
庶
常
）
、
張
四
科
、
史
肇
鵬
、
楊
述
曽
（
陽
湖
人
、
編
修
）
、

洪
振
珂
、
鄭
江
、
張
世
進
、
趙
昱
（
仁
和
人
）
、
丁
敬
（
銭
塘
人
）
、

杭
世
駿
（
銭
塘
人
、
編
修
）
、
趙
信
（
仁
和
人
）
、
趙
一
清
、
戴

文
灯
（
帰
安
人
、
丁
丑
進
士
、
礼
部
員
外
郎
）
、
陳
祖
范
（
銭
塘

人
）
、
査
祥
、
邵
泰
、
姚
世
鈺
（
帰
安
人
）
、
王
文
充
（
江
都
人
、

編
修
）
、
劉
師
恕
、
程
士
椷
、
楼
錡
（
字
于
湘
、
長
洲
人
）
、
団

昇
、
陸
錫
疇
諸
名
宿
。

（
『
広
陵
詩
事
』
巻
七
）

詩
会
を
記
載
す
る
『
広
陵
詩
事
』
で
は
、
参
加
者
を
非
常
に
詳

細
に
記
録
す
る
。『
韓
江
詩
集
』
に
は
四
十
一
名
の
詩
人
が
見
え
る

が
、『
広
陵
詩
事
』
に
は
そ
の
う
ち
、
三
十
六
名
を
収
録
す
る
。『
広

陵
詩
事
』
の
数
年
前
に
刊
行
さ
れ
た
『
揚
州
画
舫
録
』
に
収
録
す

る
『
韓
江
雅
集
』
の
詩
人
数
は
三
十
名
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
も
多

く
の
詩
人
を
収
録
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
韓
江
雅
集
』
に
は
、
出
身

地
を
記
し
て
い
な
い
が
、
阮
元
は
出
身
地
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
っ
て
、
揚
州
以
外
の
詩
人
が
多
く
参
加
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
こ
で
、
韓
江
雅
集
の
詩
人
に
つ
い
て
、
揚
州
の
詩
人
と
浙
江
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の
詩
人
に
つ
い
て
、
そ
の
記
録
の
し
か
た
を
『
淮
海
英
霊
集
』
、『
広

陵
詩
事
』
、
『
両
浙
輶
軒
録
』
な
ど
で
調
査
し
、
他
の
地
域
詩
文
献

と
の
比
較
を
通
し
て
、
阮
元
の
編
纂
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
み

た
い
。

六
、
『
韓
江
雅
集
』
の
揚
州
人
の
記
録

韓
江
雅
集
の
主
催
者
の
中
で
、今
回
は
最
も
代
表
的
な
馬
曰
琯
・

馬
曰
璐
兄
弟
で
あ
る
。

『
淮
海
英
霊
集
』
の
馬
曰
琯
小
伝
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

馬
曰
琯
、
字
秋
玉
、
一
字
嶰
谷
、
本
籍
祁
門
、
業
鹺
揚
州
、

遂
家
焉
。
乾
隆
丙
辰
、
挙
博
学
宏
詞
不
就
。
聖
駕
南
巡
、
両
賜

御
書
。
生
平
勤
学
好
客
、
一
時
夙
儒
名
士
、
造
廬
授
館
無
虚
日
、

酷
愛
典
籍
、
有
未
見
書
、
必
重
価
購
之
。
世
人
願
見
之
、
書
如

朱
検
討
経
義
考
之
類
、
不
惜
千
百
金
付
梓
。
以
故
叢
書
楼
所
叢

書
画
碑
版
、
甲
于
江
北
、
癸
巳
奉
旨
捜
訪
遺
書
、
時
徴
君
已
没
、

其
家
恭
進
蔵
書
、
可
備
採
用
者
、
至
七
百
七
十
六
種
、
降
旨
褒

美
、
並
蒙
御
題
所
進
鶡
寇
子
詩
一
首
、
賜
古
今
図
書
集
成
一
部
、

又
賜
平
定
伊
犁
金
川
詩
、
并
得
勝
図
。
徴
君
詩
纏
綿
清
婉
、
格

韻
並
高
、
長
洲
沈
宗
伯
徳
潜
、
以
為
峭
刻
得
山
之
峻
、
明
浄
得

水
之
澄
。
著
沙
河
逸
老
集
六
巻
、
嶰
谷
詞
一
巻
、
文
集
若
干
巻
。

徴
君
昆
弟
業
鹺
、
貲
産
遜
于
他
氏
、
而
卒
能
名
聞
九
重
、
交
満

天
下
、
則
稽
古
能
文
之
效
也
。
当
時
擁
重
貲
過
于
徴
君
者
、
奚

翅
什
伯
、
至
今
無
人
能
挙
其
姓
氏
矣
。

（
『
淮
海
英
霊
集
』
乙
集

巻
三
）

馬
曰
琯
、
字
秋
玉
、
一
の
字
は
嶰
谷
、
本
籍
は
祁
門
、
鹺

を
揚
州
に
業
と
し
、
遂
に
こ
れ
に
家
す
。
乾
隆
丙
辰
、
博
学

宏
詞
に
挙
げ
ら
る
る
も
就
か
ず
。
聖
駕
南
巡
し
、
両
た
び
御

書
を
賜
る
。
生
平
学
に
勤
め
客
を
好
み
、
一
時
の
夙
儒
名
士
、

造
廬
授
館
し
て
虚
日
無
し
、
酷
だ
典
籍
を
愛
し
、
未
だ
見
ざ

る
の
書
有
ら
ば
、
必
ず
重
価
も
て
之
を
購
ふ
。
世
人
之
を
見

ん
こ
と
を
願
は
ば
、
書
の
朱
検
討
経
義
考
の
類
の
ご
と
き
は
、

千
百
金
を
惜
し
ま
ず
梓
に
付
す
。
故
を
以
て
叢
書
楼
に
叢
む

る
所
の
書
画
碑
版
、
江
北
に
甲
た
り
、
癸
巳
奉
旨
し
て
遺
書

を
捜
訪
す
る
に
、
時
に
徴
君
已
に
没
し
、
其
の
家
蔵
書
を
恭

進
し
、
採
用
に
備
ふ
べ
き
者
、
七
百
七
十
六
種
に
至
り
、
降

旨
褒
美
さ
れ
、
並
び
に
御
題
進
む
る
所
の
鶡
寇
子
詩
一
首
を

蒙
り
、
古
今
図
書
集
成
一
部
を
賜
り
、
又
伊
犁
金
川
を
平
定

す
る
の
詩
を
賜
り
、
并
び
に
勝
図
を
得
。
徴
君
詩
は
纏
綿
清

婉
、
格
韻
並
び
に
高
く
、
長
洲
沈
宗
伯
徳
潜
、
以
て
峭
刻
は

山
の
峻
を
得
、
明
浄
は
水
の
澄
を
得
る
と
為
す
。
沙
河
逸
老

集
六
巻
、
嶰
谷
詞
一
巻
、
文
集
若
干
巻
を
著
す
。
徴
君
昆
弟

鹺
を
業
と
し
、
貲
産
他
氏
に
遜
る
も
、
而
も
卒
に
能
く
名
は

九
重
に
聞
こ
え
、
交
は
り
天
下
に
満
つ
る
は
、
則
ち
稽
古
能

文
の
效
な
り
。
当
時
重
貲
を
擁
す
る
こ
と
徴
君
に
過
ぐ
る
者
、

奚
ぞ
翅
に
什
伯
の
み
な
ら
ん
に
、
今
に
至
る
ま
で
人
の
能
く

な
ん

た
だ

其
の
姓
氏
を
挙
ぐ
る
無
き
な
り
。
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こ
れ
が
馬
曰
琯
の
小
伝
で
あ
る
。
詳
細
に
記
さ
れ
る
の
は
、
皇

帝
南
巡
時
に
得
た
栄
誉
で
あ
り
、
四
庫
全
書
纂
修
に
際
し
て
膨
大

な
蔵
書
を
提
供
し
た
こ
と
に
対
し
て
賜
っ
た
御
題
、
御
詩
、
古
今

図
書
集
成
な
ど
の
下
賜
品
で
あ
る
。
清
朝
の
地
方
文
献
で
は
、
こ

の
よ
う
に
皇
帝
か
ら
賜
っ
た
栄
誉
が
記
録
の
最
優
先
事
項
で
あ
っ

た
。
南
巡
の
地
は
清
朝
が
警
戒
す
る
地
で
あ
り
、
蔵
書
は
そ
の
警

戒
の
対
象
で
も
あ
っ
た
た
め
、
蔵
書
の
供
出
と
そ
れ
に
対
す
る
朝

廷
の
賞
賛
は
、
地
方
文
献
と
し
て
は
記
さ
ね
ば
な
ら
な
い
事
項
で

あ
っ
た
。
で
は
、
詩
会
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
「
生
平
勤
学
好
客
、

一
時
夙
儒
名
士
、
造
廬
授
館
無
虚
日
」
は
、
多
く
の
学
者
を
招
き
、

住
ま
い
を
用
意
し
て
支
援
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
詩
会
の

こ
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
『
淮
海
英
霊
集
』
凡
例
に
は
、
「
馬
秋
玉

徴
君
等
、
招
集
名
流
觴
詠
尢
盛
、
多
不
勝
収
。
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、

馬
曰
琯
の
詩
宴
の
知
名
度
は
高
く
、
そ
の
こ
と
を
阮
元
も
十
分
認

識
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、『
淮
海
英
霊
集
』
に
は
関
連
の
記
載
す

ら
な
い
。
一
方
、
弟
の
馬
曰
璐
の
小
伝
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

馬
曰
璐
、
字
佩
兮
、
号
半
査
、
秋
玉
徴
君
之
弟
。
博
学
工
詩
、

与
兄
斉
名
、
称
揚
州
二
馬
。
乾
隆
丙
辰
、
通
政
使
趙
之
垣
、
薦

挙
博
学
宏
詞
、
不
就
。
家
在
東
関
街
、
嘗
即
街
南
搆
書
屋
、
為

蔵
書
讌
集
之
地
、
又
曰
小
玲
瓏
山
館
、
有
看
山
楼
諸
勝
。
始
馬

氏
得
太
湖
石
甚
佳
、
建
山
館
置
之
、
而
以
小
玲
瓏
名
。
適
隣
家

不
便
其
立
、
半
査
乃
語
兄
止
之
、
及
山
館
帰
汪
雪
礓
、
本
石
始

立
焉
。
半
査
詩
、
見
于
邗
江
雅
集
、
林
屋
唱
酬
録
者
最
多
、
所

著
有
南
斎
集
。

（
『
淮
海
英
霊
集
』
乙
集

巻
三
）

馬
曰
璐
、
字
は
佩
兮
、
半
査
と
号
し
、
秋
玉
徴
君
の
弟
。

博
学
詩
に
工
に
し
て
、
兄
と
名
を
斉
し
く
し
、
揚
州
二
馬
と

称
さ
る
。
乾
隆
丙
辰
、
通
政
使
趙
之
垣
、
薦
め
て
博
学
宏
詞

に
挙
ぐ
る
も
、
就
か
ず
。
家
は
東
関
街
に
在
り
、
嘗
て
即
ち

街
南
に
書
屋
を
搆
へ
、
蔵
書
讌
集
の
地
と
為
し
、
又
小
玲
瓏

山
館
と
曰
ひ
、
に
山
楼
の
諸
勝
有
り
。
始
め
馬
氏
太
湖
石
を

得
る
こ
と
甚
だ
佳
に
し
て
、
山
館
を
建
て
て
之
を
置
き
、
小

玲
瓏
を
以
て
名
づ
く
。
適
た
ま
隣
家
其
の
立
つ
る
に
に
便
な

ら
ざ
れ
ば
、
半
査
乃
ち
兄
に
語
り
て
之
を
止
め
、
山
館
の
汪

雪
礓
に
帰
す
る
に
及
び
、
本
石
始
め
て
立
つ
。
半
査
の
詩
、

邗
江
雅
集
、
林
屋
唱
酬
録
に
見
ゆ
る
者
最
も
多
く
、
著
す
所

に
南
斎
集
有
り
。

馬
曰
璐
の
項
は
、
馬
曰
琯
の
後
に
続
い
て
い
る
た
め
、
南
巡
の

こ
と
な
ど
は
こ
こ
で
は
省
略
し
、
博
学
鴻
試
に
推
薦
さ
れ
た
こ
と

の
他
、
こ
ち
ら
は
馬
氏
兄
弟
の
詩
に
関
す
る
情
報
を
多
く
載
せ
る
。

馬
氏
の
小
玲
瓏
山
館
は
「
蔵
書
讌
集
之
地
」
と
さ
れ
、「
讌
集
」
つ

ま
り
詩
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
『
邗
江
雅

集
』『
林
屋
唱
酬
録
』
等
、
唱
酬
詩
集
に
馬
曰
璐
の
詩
の
多
く
が
収

録
さ
れ
る
と
述
べ
、
彼
が
詩
会
を
中
心
と
し
た
詩
作
活
動
を
行
っ
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た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
詩
会
に
つ
い
て
は
記
さ
な
い
方
針
を
と

る
『
淮
海
英
霊
集
』
だ
が
、
韓
江
雅
集
の
主
催
者
で
あ
る
馬
氏
に

つ
い
て
は
、
弟
の
曰
璐
の
項
に
詩
会
を
行
っ
た
事
実
を
記
す
。
た

だ
し
詩
会
が
ど
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
た
か
、
ど
の
よ
う
な
人
物
が

参
加
し
た
の
か
等
、
詳
細
に
は
触
れ
な
い
。

一
方
、
『
広
陵
詩
事
』
に
お
け
る
馬
氏
兄
弟
の
記
載
は
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。
『
広
陵
詩
事
』
巻
三
は
、
複
数
で
活
動
し
た
詩
人
の
記

録
を
載
せ
る
。
そ
の
中
に
馬
氏
兄
弟
は
登
場
す
る
。

馬
秋
玉
徴
君
（
曰
琯
）
、
半
査
（
曰
璐
）
昆
弟
并
嗜
古
能
詩
。

家
蔵
書
籍
極
富
、
貯
叢
書
楼
。
装
丁
致
精
、
書
脳
用
名
手
宋
字
、

数
人
写
之
、
終
年
不
能
輟
筆
。
乾
隆
中
開
四
庫
館
、
其
家
恭
進

可
備
採
用
之
書
七
百
七
十
六
種
、
優
詔
褒
賞
古
今
図
書
集
成
一

部
。
又
性
好
交
遊
、
四
方
名
士
凡
過
邗
上
者
、
款
留
觴
詠
無
虚

日
。
結
邗
江
吟
社
、
与
昔
之
圭
塘
玉
山
相
埒
。
銭
塘
厲
太
鴻
徴

君
（
鶚
）
、
陳
授
衣
（
章
）
、
帰
安
姚
玉
裁
秀
才
（
世
鈺
）
皆
館

其
家
。

（
『
広
陵
詩
事
』
巻
三
）

馬
秋
玉
徴
君
（
曰
琯
）
、
半
査
（
曰
璐
）
昆
弟
并
び
に
古

を
嗜
み
詩
を
能
く
す
。
家
に
書
籍
を
蔵
す
る
こ
と
極
め
て
富

み
、
叢
書
楼
に
貯
ふ
。
装
丁
致
精
に
し
て
、
書
脳
に
名
手
の

宋
字
を
用
ひ
、
数
人
も
て
之
を
写
さ
し
め
、
終
年
輟
筆
す
る

こ
と
能
は
ず
。
乾
隆
中

四
庫
館
を
開
き
、
其
の
家
採
用
に

備
ふ
べ
き
の
書
七
百
七
十
六
種
を
恭
進
し
、
優
詔
も
て
古
今

図
書
集
成
一
部
を
褒
賞
さ
る
。
又
性

交
遊
を
好
み
、
四
方

名
士
の
凡
そ
邗
上
に
過
ぎ
る
者
、
款
留
觴
詠
し
て
虚
日
無
し
。

邗
江
吟
社
を
結
び
、
昔
の
圭
塘
玉
山
と
相
埒
し
。
銭
塘
の
厲

太
鴻
徴
君
（
鶚
）
、
陳
授
衣
（
章
）
、
帰
安
の
姚
玉
裁
秀
才
（
世

鈺
）
皆
其
の
家
に
館
す
。

前
半
は
、
馬
氏
の
蔵
書
の
素
晴
ら
し
さ
、
そ
こ
で
刊
行
さ
れ
る

出
版
物
の
精
緻
さ
を
述
べ
、
ま
た
四
庫
全
書
編
纂
に
際
し
て
蔵
書

を
提
供
し
て
古
今
図
書
集
成
を
賜
っ
た
こ
と
で
、『
淮
海
英
霊
集
』

と
重
な
る
。
そ
の
後
に
、
揚
州
以
外
の
広
い
地
域
か
ら
の
客
人
が

馬
氏
の
も
と
で
連
日
倡
酬
を
行
い
、
韓
江
吟
社
を
結
成
し
た
こ
と

を
記
す
。
こ
れ
は
馬
氏
の
客
人
で
あ
っ
た
、
杭
州
人
陳
章
の
「
沙

河
逸
老
小
稿
序
」
を
借
り
た
も
の
で
あ
る
。
邗
江
吟
社
が
結
成
さ

れ
、
客
人
友
人
が
唱
酬
す
る
様
が
、
元
の
許
有
壬
が
圭
塘
別
墅
で

開
い
た
詩
会
、
顧
瑛
が
玉
山
草
堂
開
い
た
詩
会
、
と
い
う
歴
史
的

な
詩
会
に
匹
敵
す
る
と
称
さ
れ
た
と
し
、
馬
氏
の
韓
江
雅
集
（
邗

江
吟
社
）
が
社
会
的
に
高
い
評
価
を
得
て
い
た
こ
と
を
述
べ
る
。

さ
ら
に
『
広
陵
詩
事
』
巻
七
で
は
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
「
馬

曰
琯(

秋
玉)

、
曰
璐(

半
査)

兄
弟
並
好
客
、
主
持
風
雅
、
勒
其
朋

侶
游
宴
之
詩
為
韓
江
雅
集
十
二
巻
。
」（
『
広
陵
詩
事
』
巻
七
）
と
、

詩
壇
の
主
催
者
で
あ
り
、
仲
間
と
の
詩
宴
の
詩
集
と
し
て
『
韓
江

雅
集
』
を
刊
行
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

さ
て
、
韓
江
雅
集
の
主
催
者
の
中
心
は
、
馬
氏
兄
弟
で
あ
る
が
、
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他
に
も
馬
氏
の
屋
敷
の
向
か
い
に
あ
っ
た
園
林
の
所
有
者
で
あ
る

陸
鍾
輝
、
張
四
科
も
ま
た
主
催
者
と
て
場
を
提
供
し
て
い
る
。『
広

陵
詩
事
』
に
は
、
張
四
科
「
讓
圃
記
」
全
文
を
記
載
す
る
の
で
あ

る
が
、
そ
の
中
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

落
成
之
日
、
置
酒
高
会
、
自
都
御
史
胡
公
而
下
、
凡
十
六
人
。

詩
社
之
集
、
于
斯
為
盛
。
自
是
二
十
年
来
、
春
秋
佳
日
、
選
勝

探
幽
、
多
在
于
此
。
四
方
文
人
学
士
、
知
有
韓
江
雅
集
者
、
未

嘗
不
従
遊
于
行
庵
譲
圃
間
、
賞
其
地
之
勝
、
而
慶
余
輩
之
獲
結

隣
也
。
…
…
乃
未
幾
而
同
人
凋
喪
殆
半
、
前
年
夏
、
嶰
谷
亦
帰

道
山
。
近
南
圻
復
移
家
金
陵
、
惟
余
与
半
查
及
二
三
知
旧
、
消

声
匿
跡
於
荒
林
老
屋
之
中
。
友
朋
文
酒
之
楽
、
非
復
曩
日
矣
。

（
阮
元
『
広
陵
詩
事
』
巻
六[

]12

落
成
の
日
、
置
酒
高
会
し
、
都
御
史
胡
公
よ
り
し
て
下
、

凡
そ
十
六
人
。
詩
社
の
集
、
斯
に
于
て
盛
と
為
す
。
是
よ
り

二
十
年
来
、
春
秋
佳
日
、
選
勝
探
幽
、
多
く
此
に
在
り
。
四

方
の
文
人
学
士
、
韓
江
雅
集
有
る
を
知
る
者
、
未
だ
嘗
て
従

ひ
て
行
庵
譲
圃
の
間
に
遊
ば
ず
ん
ば
あ
ら
ず
、
其
の
地
の
勝

を
賞
し
て
、
余
輩
の
結
隣
す
る
を
獲
る
を
慶
ぶ
な
り
。
…
…

乃
ち
未
だ
幾
な
ら
ず
し
て
同
人
凋
喪
し
て
殆
ど
半
ば
し
、
前

年
の
夏
、
嶰
谷
も
亦
た
道
山
に
帰
す
。
近
ご
ろ
南
圻
復
た
家

を
金
陵
に
移
し
、
惟
だ
余
と
半
查
及
び
二
三
の
知
旧
と
、
荒

林
老
屋
の
中
に
消
声
匿
跡
す
。
友
朋
文
酒
の
楽
、
復
た
曩
日

に
非
ず
。

こ
れ
は
張
四
科
が
馬
曰
琯
の
死
後
に
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
当

時
韓
江
雅
集
を
知
っ
て
四
方
か
ら
人
が
訪
れ
、
馬
氏
の
行
庵
、
張

四
科
の
譲
圃
で
詩
宴
に
参
加
し
た
こ
と
を
述
べ
、
韓
江
雅
集
の
詩

人
が
世
を
去
っ
て
か
ら
は
揚
州
詩
会
が
衰
退
し
た
こ
と
を
記
し
て

い
る
。
こ
こ
に
も
、
詩
会
に
「
四
方
文
人
学
士
」
と
、
他
郷
ら
か

の
詩
人
達
が
多
く
参
加
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

張
四
科
も
詩

会
の
主
催
者
と
い
え
る
が
、
陝
西
臨
潼
の
人
で
あ
る
た
め
、『
淮
海

英
霊
集
』
に
は
載
ら
ず
、
『
広
陵
詩
事
』
で
も
、
「
譲
圃
記
」
に
の

み
詩
会
に
関
す
る
記
述
が
見
え
る
。
一
方
、
張
四
科
と
と
も
に
譲

圃
を
運
営
し
た
の
が
陸
鍾
輝
で
あ
り
、
彼
は
揚
州
人
と
し
て
『
淮

海
英
霊
集
』
に
記
載
が
あ
る
。
小
伝
の
中
の
詩
会
の
記
載
を
み
る

と
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

陸
鍾
輝
、
字
南
圻
、
一
字
渟
川
、
江
都
人
。
…
…
初
有
鬻
地

于
張
漁
川
者
、
継
又
鬻
于
南
圻
、
南
圻
後
知
之
、
以
譲
于
張
、

張
亦
不
受
、
譲
于
陸
、
馬
秋
玉
徴
君
為
之
解
、
乃
共
構
一
園
、

名
曰
譲
圃
。
…
…
与
行
菴
並
為
邗
江
雅
集
之
地
、
今
天
寧
門
外

少
西
北
、
杏
園
一
帯
、
其
故
址
也
。

（
『
淮
海
英
霊
集
』
乙
集
巻
三
）

陸
鍾
輝
、
字
は
南
圻
、
一
の
字
は
渟
川
、
江
都
の
人
。
…

…
初
め
地
を
張
漁
川
に
鬻
ぐ
者
有
り
、
継
い
で
又
た
南
圻
に

鬻
ぐ
、
南
圻
後
に
之
を
知
り
、
以
て
張
に
譲
る
も
、
張
も
亦
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た
受
け
ず
、
陸
に
譲
り
、
馬
秋
玉
徴
君
之
が
為
に
解
し
、
乃

ち
共
に
一
園
を
構
へ
、
名
づ
け
て
譲
圃
と
曰
ふ
。
…
…
行
菴

と
並
び
て
邗
江
雅
集
の
地
と
為
す
。
今
天
寧
門
外
少
西
北
、

杏
園
一
帯
、
其
の
故
址
な
り
。

陸
鍾
輝
が
張
四
科
と
共
に
譲
圃
を
経
営
し
、
そ
こ
が
馬
氏
の
行

庵
と
と
も
に
詩
会
の
場
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。『
広
陵
詩
事
』

に
は
、
陸
鍾
輝
と
詩
会
に
関
す
る
記
載
は
、
張
四
科
「
譲
圃
記
」

以
外
に
は
な
い
。

韓
江
雅
集
の
詩
人
で
あ
り
、
自
身
も
篠
園
を
経
営
し
、
そ
こ
で

詩
会
が
開
催
さ
れ
た
と
い
う
程
夢
星
に
つ
い
て
は
、『
淮
海
英
霊
集
』

に
詩
会
に
関
す
る
記
述
が
見
え
る
。

程
夢
星
、
字
午
橋
、
号
洴
江
、
江
都
人
。
…
…
宦
情
早
淡
、

丁
内
艱
帰
、
築
篠
園
並
漪
南
別
業
以
居
、
不
復
再
出
。
揚
州
為

東
南
都
会
、
民
物
滋
豊
、
人
有
余
力
、
当
時
名
流
賢
士
、
流
寓

者
多
、
太
史
主
盟
壇
坫
。

（
『
淮
海
英
霊
集
』
甲
集
巻
四
）

程
夢
星
、
字
は
午
橋
、
と
号
し
、
江
都
の
人
。
…
…
宦
情

早
に
淡
く
、
丁
內
艱
も
て
帰
り
、
篠
園
並
び
に
漪
南
別
業
を

築
き
て
以
て
居
り
、
復
た
再
び
は
出
で
ず
。
揚
州
は
東
南
の

都
会
為
り
て
、
民
物
滋
豊
、
人
に
余
力
有
り
、
当
時
名
流
賢

士
、
流
寓
す
る
者
多
く
、
太
史
壇
坫
を
主
盟
す
。

程
夢
星
も
ま
た
塩
商
で
あ
る
が
、
進
士
及
第
を
経
て
、
翰
林
院

編
修
と
い
う
重
職
に
つ
い
て
い
た
。
母
親
の
死
を
理
由
に
辞
職
し

揚
州
に
帰
っ
て
か
ら
は
、
流
寓
の
詩
人
を
招
い
た
詩
壇
の
主
催
者

と
な
っ
た
と
い
う
。
『
広
陵
詩
事
』
の
中
で
は
、
「
聯
句
之
盛
、
莫

過
於
馬
氏
小
玲
瓏
山
館
、
程
氏
今
有
堂
、
張
氏
著
老
書
堂
。
」（
『
広

陵
詩
事
』
巻
七
）
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
聯
句
は
詩
会
で
作
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
、
馬
曰
琯
、
曰
璐
の
小
玲
瓏
山
館
の
他
、
程
夢
星

の
今
有
堂
、
張
世
進
の
著
老
書
堂
を
詩
会
の
地
と
聯
句
が
作
ら
れ

た
こ
と
、
ま
た
参
加
詩
人
の
名
を
列
挙
し
、
揚
州
詩
壇
の
隆
盛
ぶ

り
を
伝
え
て
い
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
詩
会
の
主
催
者
に
つ
い
て
は
、
『
淮
海
英
霊

集
』
で
は
、
詩
会
に
関
わ
っ
た
こ
と
は
多
く
は
な
い
が
、
確
か
に

記
し
て
い
る
。
た
だ
し
そ
れ
に
関
わ
っ
た
詩
人
た
ち
や
、
当
時
に

お
け
る
評
価
な
ど
は
記
さ
れ
ず
、
個
人
に
関
わ
る
事
実
の
み
を
記

す
。
『
広
陵
詩
事
』
で
は
、
詩
会
に
多
く
の
他
郷
の
人
が
参
加
し
た

こ
と
を
具
体
的
に
示
し
、
そ
の
規
模
の
大
き
さ
、
隆
盛
ぶ
り
や
当

時
に
お
け
る
評
価
な
ど
が
記
さ
れ
、
揚
州
と
い
う
地
に
お
け
る
出

来
事
と
し
て
の
記
載
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
揚
州
以
外
の
詩
人
の
記
録
を
見
て
み
よ
う
。

七
、
『
韓
江
雅
集
』
の
浙
江
人
の
記
録

『
韓
江
雅
集
』
で
の
収
録
回
数
が
多
い
の
は
、
杭
州
詩
人
陳
章

の
九
十
二
回
で
、
馬
曰
璐
の
九
十
回
、
馬
曰
璐
の
八
十
二
回
を
超

え
る
。

陳
章
に
つ
い
て
は
、『
広
陵
詩
事
』
の
参
加
者
と
し
て
巻
七
に
そ

の
名
が
登
場
し
、
ま
た
同
じ
く
巻
七
に
詩
会
の
聯
句
の
参
加
者
と

し
て
そ
の
名
が
登
場
す
る
。
ま
た
、
『
広
陵
詩
事
』
で
馬
曰
琯
記
し

- 76 -

た
と
こ
ろ
に
、
「
銭
塘
厲
太
鴻
徴
君
（
鶚
）
、
陳
授
衣
（
章
）
、
帰

安
姚
玉
裁
秀
才
（
世
鈺
）
皆
館
其
家
。
」
（
『
広
陵
詩
事
』
巻
三
）

と
、
馬
氏
宅
に
寄
寓
し
た
浙
江
人
の
一
人
と
し
て
記
さ
れ
る
が
、

彼
の
活
動
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。『
広
陵
詩
事
』
は
あ
く
ま
で
の

揚
州
人
中
心
の
『
淮
海
英
霊
集
』
の
補
で
あ
り
、
中
心
を
揚
州
人

と
す
る
思
想
は
変
わ
ら
な
い
。
阮
元
よ
り
少
し
前
に
刊
行
さ
れ
た

李
斗
『
揚
州
画
舫
録
』
巻
四
に
は
、
韓
江
雅
集
の
詩
人
と
し
て
陳

章
の
伝
記
を
載
せ
て
い
る
。『
揚
州
画
舫
録
』
は
、
揚
州
詩
会
で
活

躍
し
た
揚
州
外
の
詩
人
を
羅
列
し
伝
記
を
詳
細
に
記
し
、
そ
れ
を

通
じ
て
揚
州
詩
壇
の
多
彩
さ
を
示
す
方
針
を
取
っ
て
お
り
、
阮
元

と
は
正
反
対
で
あ
る
。
阮
元
は
『
揚
州
画
舫
録
』
に
序
を
つ
け
て

お
り
、
内
容
が
重
な
ら
な
い
よ
う
編
纂
方
針
を
考
慮
し
た
の
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
示
す
証
拠
は
な
い
。

で
は
、
故
郷
浙
江
の
詩
集
で
あ
る
『
両
浙
輶
軒
録
』
に
は
陳
章

は
ど
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

陳
章
、
字
授
衣
、
銭
唐
人
。
有
銭
唐
懷
古
詩
。

（
『
両
浙
輶
軒
録
』
巻
十
八
）

陳
章
、
字
は
授
衣
、
銭
唐
の
人
。
銭
唐
懷
古
詩
有
り
。

こ
の
一
行
だ
け
で
あ
る
。
陳
章
に
は
、『
孟
晋
斎
集
』
二
十
四
巻

が
あ
り
、『
乾
隆
杭
州
府
志
』
巻
五
十
九
芸
文
に
も
記
載
が
あ
る
。

し
か
し
『
両
浙
輶
軒
録
』
に
は
詩
集
の
記
載
も
な
く
、
全
く
簡
素

な
扱
い
で
あ
る
。
揚
州
に
い
た
こ
と
は
無
論
記
載
が
な
い
。

し
か
し
陳
章
は
決
し
て
無
名
の
人
で
は
な
か
っ
た
。
全
祖
望
は

「
竹
町
居
士
陳
授
衣
章
、
以
詩
名
大
江
南
北
者
、
幾
三
十
年
、
而

不
遇
。（
竹
町
居
士
陳
授
衣
章
、
詩
を
以
て
大
江
の
南
北
に
名
あ
る

こ
と
、
幾
ど
三
十
年
に
し
て
、
遇
さ
れ
ず
。
）
」
（
全
祖
望
『
鮚
埼

亭
集
内
編
』
巻
三
十
二
「
宝
甈
集
序
」
）[

]

と
、
詩
で
各
地
に
名

13

を
知
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
ま
た
杭
世
駿
は
陳
章
の
弟
陳

皐
の
詩
集
に
送
っ
た
序
に
「
与
賢
兄
竹
町
闌
入
韓
江
雅
集
。
…
…

広
陵
社
事
繁
興
、
程
翰
林
午
橋
、
張
主
事
漁
川
、
汪
員
外
対
琴
、

江
藩
伯
鶴
亭
、
開
設
壇
坫
、
争
以
得
対
鷗
兄
弟
為
勝
。
（
賢
兄
竹
町

と
韓
江
雅
集
に
闌
入
す
。
…
…
広
陵
社
事
繁
興
に
し
て
、
程
翰
林

午
橋
、
張
主
事
漁
川
、
汪
員
外
対
琴
、
江
藩
伯
鶴
亭
、
壇
坫
を
開

設
し
、
争
ひ
て
対
鷗
兄
弟
を
得
る
を
以
て
勝
と
為
す
。
）
」
（
『
道
古

堂
文
集
集
』
巻
十
一
「
吾
尽
吾
意
斎
詩
序
」
）
と
記
し
て
い
る
。
揚

州
詩
壇
の
程
夢
星
、
張
四
科
、
汪
棣
、
江
春
ら
、
豊
か
な
財
力
を

も
と
に
揚
州
詩
壇
を
盛
り
立
て
た
塩
商
ら
が
争
っ
て
手
に
入
れ
た

が
っ
た
の
が
、
陳
章
、
陳
皐
兄
弟
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
『
両
浙
輶
軒
録
』
で
は
陳
章
の
記
録
は
上
記
の
通
り
記
録
と
も

い
え
ぬ
も
の
で
あ
り
、
弟
陳
皐
に
い
た
っ
て
は
、
『
補
遺
』
に
も
採

録
さ
れ
な
い
。

こ
の
原
因
は
、
陳
章
陳
皐
兄
弟
が
、
浙
江
に
ほ
と
ん
ど
い
な
か

っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。『
両
浙
輶
軒
録
』
の
凡
例
に
は
、
編
纂

の
資
料
に
用
い
た
総
集
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
松
村
昂
は
、
そ
れ

に
つ
い
て
「
阮
氏
が
参
考
に
用
い
た
総
集
は,

す
べ
て
浙
人
の
編
輯

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
」[

]

と
指
摘
し
て
い
る
。
陳
章
は
長
く
揚

14

州
に
住
み
、
馬
氏
に
入
り
婿
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
揚
州
に
居
住
し
、

杭
州
に
は
帰
ら
な
か
っ
た[

]

。
揚
州
に
住
み
つ
い
て
も
、
阮
元
の

15
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基
準
で
は
揚
州
人
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
『
淮
海
英
霊
集
』
に
は

彼
の
活
動
に
関
す
る
記
載
は
な
く
『
広
陵
詩
事
』
に
も
陳
章
自
身

に
関
す
る
記
載
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
た
浙
江
に
い
な
か
っ
た
た

め
に
、
浙
江
の
記
録
で
あ
る
『
両
浙
輶
軒
録
』
に
は
、
彼
の
記
録

ら
し
い
も
の
が
残
さ
れ
な
い
。
同
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
浙
江
の
『
全

浙
詩
話
』、
揚
州
の
『
揚
州
画
舫
録
』
に
は
陳
章
の
伝
記
や
詩
に
関

す
る
記
録
が
残
っ
て
い
る
が
、
阮
元
は
地
域
を
厳
し
く
分
け
た
た

め
、
陳
章
の
よ
う
な
流
寓
の
詩
人
は
、
移
動
先
の
記
録
か
ら
も
、

故
郷
の
記
録
か
ら
も
漏
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
最

も
信
頼
で
き
る
地
域
詩
文
献
と
し
て
評
価
さ
れ
る
阮
元
編
纂
の
詩

集
、
詩
話
は
、
実
は
移
動
し
た
詩
人
た
ち
の
記
録
を
切
り
捨
て
て

し
ま
う
と
い
う
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
。

陳
章
と
と
も
に
馬
曰
琯
の
元
に
滞
在
し
た
詩
人
、
姚
世
鈺
を
み

て
み
よ
う
。
姚
世
鈺
は
『
広
陵
詩
事
』
巻
三
に
「
乾
隆
初
、
揚
州

詩
人
有
前
五
君
詠
、
為
胡
復
翁
中
丞
（
期
恒
）、
唐
南
軒
太
史
（
建

中
）
、
方
上
舍
（
士
庶
）
、
厲
孝
廉
（
鶚
）
、
姚
秀
才
（
世
鈺
）
。
」

と
、
揚
州
を
代
表
す
る
前
五
君
の
一
人
と
し
て
載
っ
て
お
り
、
揚

州
で
の
活
躍
の
ほ
ど
が
う
か
が
え
る
。
で
は
、『
両
浙
輶
軒
録
』
で

は
ど
う
記
録
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。『
両
浙
輶
軒
録
』
巻
二
十
一
に

は
、
姚
世
鈺
に
関
す
る
全
祖
望
「
壙
志
銘
」
、
沈
徳
潜
「
略
志
」
、

法
式
然
『
梧
門
詩
話
』、
朱
文
藻
『
全
祖
望
年
譜
』
な
ど
か
ら
資
料

を
引
き
、
多
く
の
記
載
が
あ
る
。
し
か
し
、
揚
州
に
関
す
る
記
述

は
な
い
。
実
は
、
全
祖
望
の
『
鮚
埼
亭
集
内
編
』
巻
二
十
「
姚
薏

田
壙
志
銘
」
に
は
、「
晩
年
益
刊
落
枝
葉
所
得
粋
然
、
授
徒
江
都
、

遂
卒
焉
。
吾
友
馬
曰
琯
、
曰
璐
、
張
四
科
為
之
料
理
其
身
後
、
周

恤
其
家
、
又
為
之
収
拾
其
遺
文
、
将
開
雕
焉
。（
晩
年
益
ま
す
枝
葉

を
刊
落
し
得
る
所
粋
然
た
り
て
、
徒
を
江
都
に
授
け
、
遂
に
こ
こ

に
卒
す
。
吾
が
友
馬
曰
琯
、
曰
璐
、
張
四
科
の
が
為
に
其
の
身
後

を
料
理
し
、
其
の
家
を
周
恤
し
、
又
之
が
為
に
其
の
遺
文
を
収
拾

し
て
、
将
に
開
雕
せ
ん
と
す
。
）
」
と
、
揚
州
に
滞
在
し
、
揚
州
詩

会
の
主
催
者
が
彼
の
詩
集
を
刊
行
し
た
こ
と
を
載
せ
て
い
る
の
だ

が
、
『
両
浙
輶
軒
録
』
は
、
こ
の
文
章
を
引
用
し
な
が
ら
、
こ
の
部

分
の
記
述
を
省
い
て
い
る
。
よ
っ
て
、
姚
世
鈺
の
揚
州
で
の
姿
は

全
く
見
え
ず
、
揚
州
に
い
た
こ
と
す
ら
わ
か
ら
な
い
。
揚
州
の
『
韓

江
雅
集
』
に
は
、
二
十
首
を
採
録
さ
れ
、
そ
の
活
躍
ぶ
り
が
わ
か

る
の
だ
が
、
詩
会
そ
の
も
の
に
関
す
る
記
録
も
全
く
見
え
な
い
。

揚
州
で
同
じ
前
五
君
と
さ
れ
た
厲
鶚
が
、
陳
章
・
姚
世
鈺
と
異

な
る
の
は
、
彼
の
著
作
の
大
半
が
、
馬
曰
琯
の
蔵
書
を
元
に
編
纂

さ
れ
た
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
揚
州
滞
在
も
三
十
年

に
及
ぶ
た
め
、
彼
の
人
生
を
記
す
に
は
、
揚
州
に
触
れ
な
い
わ
け

に
は
い
か
な
い
。『
両
浙
輶
軒
録
』
巻
二
十
一
の
厲
鶚
の
小
伝
は
『
乾

隆
杭
州
府
志
文
苑
伝
』
を
引
用
す
る
が
、
こ
れ
は
元
々
汪
沆
の
「
樊

榭
山
房
文
集
序
」
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
揚
州
の
こ
と

が
記
さ
れ
る
。

客
遊
揚
州
、
有
馬
氏
蔵
書
最
富
、
延
至
其
家
、
遺
文
秘
牒
、

無
所
不
窺
。
故
其
発
為
詩
文
、
削
膚
存
液
、
辞
必
己
出
、
以
清

和
為
声
響
、
以
恬
淡
為
神
味
、
考
据
故
実
之
作
、
捜
瑕
抉
隠
、

仍
寓
正
論
于
叙
事
中
、
読
者
咸
斂
手
懾
服
。
数
十
年
、
大
江
南

北
所
至
、
多
争
設
壇
坫
、
奉
為
盟
主
。
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揚
州
に
客
遊
し
、
馬
氏
蔵
書
の
最
も
富
む
有
り
、
其
の
家

に
延
至
し
、
遺
文
秘
牒
、
窺
は
ざ
る
所
無
し
。
故
に
其
れ
発

し
て
詩
文
を
為
り
、
削
膚
存
液
、
辞
必
ず
己
よ
り
出
で
、
清

和
を
以
て
声
響
と
為
し
、
恬
淡
を
以
て
神
味
と
為
し
、
考
据

故
実
の
作
、
瑕
を
捜
し
隠
を
抉
き
、
仍
ほ
正
論
を
叙
事
中
に

寓
し
、
読
者
咸
な
斂
手
懾
服
す
。
数
十
年
、
大
江
南
北
の
至

る
所
、
多
く
争
ひ
て
壇
坫
を
設
け
、
奉
じ
て
盟
主
と
為
す
。

こ
こ
で
は
揚
州
馬
氏
の
蔵
書
を
元
に
詩
を
作
っ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
各
地
の
詩
壇
で
盟
主
と
し
て
あ
が
め
ら
れ
た
こ

と
が
記
さ
れ
る
。
し
か
し
、
最
も
活
躍
し
た
揚
州
詩
会
に
つ
い
て

の
記
載
は
な
い
。
こ
れ
は
元
々
が
文
集
の
序
で
あ
っ
た
た
め
と
い

う
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
他
に
『
詞
科
掌
録
』『
蓮
坡
詩
話
』
な
ど

様
々
な
資
料
を
引
用
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
揚
州
の
詩
会

活
動
の
部
分
を
引
用
す
る
こ
と
が
な
い
。

最
後
に
、
揚
州
と
浙
江
を
行
き
来
し
、
厲
鶚
と
と
も
に
各
種
書

籍
の
編
纂
に
携
わ
り
、
自
ら
も
多
く
の
著
作
を
残
し
た
全
祖
望
の

記
録
を
見
て
み
よ
う
。『
両
浙
輶
軒
録
』
巻
二
十
二
に
全
祖
望
の
小

伝
と
詩
が
収
め
ら
れ
る
。
小
伝
に
お
け
る
揚
州
の
記
述
は
、『
詞
科

余
話
』
か
ら
の
引
用
の
「
時
往
来
武
林
維
揚
間
。
」
の
み
で
あ
る
。

詩
会
に
関
す
る
記
述
も
な
い
が
、
採
録
さ
れ
る
詩
に
「
韓
江
詩
社

浙
中
四
寓
公
予
焉
。
樊
榭
、
堇
浦
、
薏
田
与
予
也
。
然
前
後
多
参

錯
、
予
不
到
韓
江
二
十
年
矣
。
今
夏
之
初
、
館
於
嶰
谷
畬
経
堂
中
、

同
人
喜
予
之
至
、
而
惜
三
子
之
不
偕
、
即
席
奉
答
」
と
題
す
る
詩

を
載
せ
て
お
り
、
韓
江
詩
社
に
身
を
寄
せ
た
四
寓
公
と
し
て
、
厲

鶚
、
杭
世
駿
、
姚
世
鈺
、
全
祖
望
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ

が
揚
州
詩
会
で
の
活
動
を
記
す
唯
一
の
資
料
と
な
る
。
四
寓
公
の

う
ち
、
杭
世
駿
に
つ
い
て
は
、
実
は
揚
州
で
の
滞
在
期
間
は
短
か

っ
た
の
で
、
今
回
は
取
り
あ
げ
な
い
。

さ
て
こ
う
し
て
み
て
み
る
と
、
流
寓
の
詩
人
と
し
て
揚
州
詩
会

で
活
躍
し
た
浙
江
詩
人
の
最
も
活
躍
し
た
姿
は
、
移
動
先
の
記
録

に
も
、
故
郷
の
記
録
に
も
残
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
が
わ
か

る
。
揚
州
詩
人
の
活
動
を
記
録
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
揚
州
の

地
域
詩
集
、
地
域
詩
話
に
浙
江
詩
人
の
活
動
の
記
録
が
残
ら
な
い

の
は
当
然
と
し
て
も
、
故
郷
の
記
録
も
残
ら
な
い
と
い
う
事
実
は

彼
ら
に
と
っ
て
不
幸
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
地
域
詩
総
集
が
、

そ
の
地
で
の
活
躍
を
記
す
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
他
郷
で
の
記
録

を
載
せ
な
い
傾
向
が
強
か
っ
た
た
め
、
結
局
移
動
し
た
詩
人
の
活

動
の
大
半
は
記
録
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ

く
ま
で
の
地
域
詩
総
集
は
、
当
該
地
域
で
の
活
躍
を
伝
え
る
も
の
、

と
い
う
の
が
阮
元
の
編
纂
方
針
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

詩
の
活
動
の
大
半
が
揚
州
詩
会
で
あ
っ
た
陳
章
、
姚
世
鈺
は
、『
両

浙
輶
軒
録
』
の
中
で
は
、
揚
州
で
の
人
気
や
活
躍
ぶ
り
が
記
録
さ

れ
ず
、
当
時
の
高
い
評
価
や
人
気
を
知
る
手
段
は
な
く
、
厲
鶚
や

全
祖
望
ほ
ど
の
著
名
人
で
も
、
他
郷
で
の
活
躍
は
記
録
に
入
れ
ら

れ
な
い
た
め
、
彼
ら
の
活
動
の
大
半
が
記
録
か
ら
消
え
て
し
ま
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

清
代
初
め
か
ら
中
期
に
か
け
て
、
杭
州
を
始
め
と
す
る
浙
江
詩

人
達
は
、
多
く
が
揚
州
や
天
津
な
ど
他
の
地
域
に
移
動
し
、
そ
こ

で
活
動
を
行
っ
た
。
そ
れ
ら
の
詩
人
は
、
著
作
を
残
し
た
厲
鶚
や
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全
祖
望
を
除
い
て
は
、
そ
の
後
詩
人
と
し
て
の
名
は
消
滅
し
て
い

っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
一
因
が
、
こ
の
地
方
を
区
切
っ
て
の
記
録

に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
一
方
で
は
、
浙
江
の
詩
人
が
各
地

の
詩
壇
で
求
め
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
地
の
地
方
志
に
載
せ
る
詩
を

制
作
す
る
と
い
う
役
目
の
た
め
で
も
あ
っ
た
。
各
地
の
地
方
志
に

浙
江
詩
人
の
詩
は
古
蹟
・
風
俗
を
詠
ず
る
も
の
と
し
て
、
実
に
頻

繁
に
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
地
方
志
の
時
代
が
彼
ら
の

生
活
を
支
え
た
と
い
う
一
面
も
あ
る
。
阮
元
の
地
方
志
文
献
は
、

地
方
志
編
纂
の
時
代
に
生
き
た
詩
人
た
ち
の
過
酷
な
宿
命
を
克
明

に
映
し
出
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

七
、
特
殊
な
詩
人

さ
て
、『
韓
江
雅
集
』
に
登
場
す
る
詩
人
の
中
に
、
唯
一
『
淮
海

英
霊
集
』
に
も
『
両
浙
輶
軒
録
』
に
も
記
載
さ
れ
る
詩
人
が
い
る
。

釈
明
中
で
あ
る
。
明
中
は
、
杭
州
浄
慈
寺
の
僧
と
し
て
知
ら
れ
、

杭
州
詩
会
で
活
躍
し
た
。
生
ま
れ
も
浙
江
で
あ
る
。『
韓
江
雅
集
』

に
は
一
首
が
収
録
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、
な
ぜ
『
淮
海
英
霊
集
』

に
収
録
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

明
中
、
字
大
恒
、
号
烎
虚
、
浙
江
石
門
人
。
七
歳
投
楞
厳
寺

為
僧
、
嘗
侍
憲
皇
帝
講
禅
学
。
雍
正
乙
卯
放
還
、
久
住
揚
州
、

晚
年
住
杭
州
浄
慈
寺
。
乾
隆
乙
酉
、
上
南
巡
、
賜
紫
、
又
賜
詩

云
、
…
…
。
戊
子
春
病
没
、
銭
塘
梁
山
舟
太
史
同
書
、
刊
其
詩

三
巻
、
為
烎
虚
大
師
遺
集
。

（
『
淮
海
英
霊
集
』
癸
集
巻
一
）

明
中
、
字
は
大
恒
、
烎
虚
と
号
し
、
浙
江
石
門
の
人
。
七

歳
に
て
楞
厳
寺
に
投
じ
て
僧
と
為
り
、
嘗
て
憲
皇
帝
に
侍
し

て
禅
学
を
講
ず
。
雍
正
乙
卯
放
還
せ
ら
れ
、
久
し
く
揚
州
に

住
み
、
晚
年
杭
州
浄
慈
寺
に
住
む
。
乾
隆
乙
酉
、
上
南
巡
し
、

紫
を
賜
は
り
、
又
詩
を
賜
は
る
に
云
ふ
、
…
…
。
戊
子
春
病

没
し
、
銭
塘
梁
山
舟
太
史
同
書
、
其
の
詩
三
巻
を
刊
し
、
烎

虚
大
師
遺
集
と
為
す
。

明
中
は
、
生
没
と
も
に
浙
江
で
あ
り
、
修
行
し
た
寺
も
晩
年
に

い
た
寺
も
浙
江
の
寺
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
時
揚
州
に
住
ん

だ
と
い
う
こ
と
で
採
録
し
て
い
る
。
こ
れ
は
凡
例
に
あ
っ
た
生
没

が
揚
州
で
あ
る
、
と
い
う
基
準
に
反
す
る
も
の
で
る
。
ま
た
、
収

録
す
る
詩
に
揚
州
詩
人
と
の
倡
和
を
示
す
も
の
が
あ
り
、
揚
州
を

訪
れ
た
の
は
確
か
な
よ
う
だ
が
、
阮
元
の
こ
の
記
載
以
外
に
、
明

中
が
揚
州
に
長
期
滞
在
し
た
こ
と
を
示
す
記
録
は
地
方
志
に
は
見

当
た
ら
ず
、
明
中
を
揚
州
人
と
し
て
扱
う
の
は
違
和
感
が
あ
る
。

乾
隆
帝
の
南
巡
を
迎
え
た
の
も
、
実
は
杭
州
で
の
出
来
事
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
人
物
を
揚
州
の
詩
集
に
記
録
し
た
理
由
と
し
て
考
え

ら
れ
る
の
は
、
明
中
が
清
朝
皇
帝
に
礼
遇
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

揚
州
人
の
阮
元
は
、
清
朝
の
重
ん
じ
る
人
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

僅
か
な
関
連
で
あ
っ
て
も
、
揚
州
の
記
録
の
収
め
よ
う
と
し
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
乾
隆
朝

か
ら
厳
し
い
監
視
を
受
け
て
い
た
江
蘇
地
域
で
あ
る
こ
と
も
大
き

な
要
因
で
あ
る
と
掩
わ
れ
る
。
比
較
の
た
め
、『
両
浙
輶
軒
録
』
に

お
け
る
明
中
の
記
録
を
見
て
み
よ
う
。
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明
中
、
字
烎
虚
、
住
持
杭
之
浄
慈
寺
。
銭
陳
群
伝
略
曰
、
恒

上
人
明
中
、
七
歳
投
楞
厳
寺
為
僧
、
梵
誦
之
余
、
兼
習
書
画
。

嗜
為
詩
、
無
蔬
筍
気
。
主
浄
慈
講
席
。
…
…
上
四
次
巡
浙
、
幸

寺
中
、
見
子
所
題
聯
、
即
問
、
和
尚
也
能
作
詩
麽
。
上
人
跪
奏

云
、
臣
僧
曽
学
作
詩
。
上
頷
之
、
因
賜
一
絶
句
。
杭
世
駿
序
略

曰
、
西
湖
有
二
詩
僧
、
一
為
亦
諳
、
一
為
烎
虚
。
亦
諳
癯
而
逸
、

烎
虚
秀
而
腴
。
亦
諳
主
涵
青
院
、
与
銭
唐
詩
人
陳
撰
玉
几
、
符

曽
薬
林
、
厲
鶚
樊
榭
相
唱
酬
。
亦
諳
没
、
而
三
人
相
継
下
世
、

不
能
伝
其
詩
也
。
烎
虚
早
侍
内
廷
、
荷
両
朝
之
恩
遇
、
歴
主
聖

因
、
天
竺
、
浄
慈
、
乾
峰
四
道
場
、
人
密
後
、
有
詩
数
巻
。

（
『
両
浙
輶
軒
録
』
巻
三
十
九
）

明
中
、
字
は
烎
虚
、
杭
の
浄
慈
寺
に
住
持
た
り
。
銭
陳
群

伝
略
に
曰
く
、
恒
上
人
明
中
、
七
歳
に
し
て
楞
厳
寺
に
投
じ

て
僧
と
為
り
、
梵
誦
の
余
、
兼
ね
て
書
画
を
習
ふ
。
嗜
み
て

詩
を
為
り
、
蔬
筍
の
気
無
し
。
浄
慈
講
席
を
主
る
。
…
…
上

四
次
浙
を
巡
り
、
寺
中
に
幸
し
、
子
の
題
す
る
所
の
聯
を
見
、

即
ち
問
ふ
、
和
尚
も
也
た
能
く
詩
を
作
る
か
、
と
。
上
人
跪

奏
し
て
云
ふ
、
臣
僧
曽
て
詩
を
作
を
学
ぶ
、
と
。
上
之
に
頷

き
、
因
り
て
一
絶
句
を
賜
る
。
杭
世
駿
序
略
に
曰
く
、
西
湖

に
二
詩
僧
有
り
、
一
は
亦
諳
為
り
、
一
は
烎
虚
為
り
。
亦
諳

癯
せ
て
逸
、
烎
虚
秀
で
て
腴
。
亦
諳
涵
青
院
を
主
り
、
銭
唐

詩
人
陳
撰
玉
几
、
符
曽
薬
林
、
厲
鶚
樊
榭
と
相
唱
酬
す
。
亦

諳
没
し
て
、
三
人
相
継
ぎ
て
世
を
下
り
、
其
の
詩
を
伝
ふ
能

は
ざ
る
な
り
。
烎
虚
早
に
内
廷
に
侍
し
、
両
朝
の
恩
遇
を
荷

ひ
、
聖
因
、
天
竺
、
浄
慈
、
乾
峰
の
四
道
場
に
歴
主
し
、
人

密
の
後
、
詩
数
巻
有
り
。

こ
こ
で
は
、
あ
く
ま
で
も
明
中
は
杭
州
の
人
で
あ
る
。
唱
酬
の

相
手
も
、
杭
州
詩
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
乾
隆
帝
と
の
詩

を
巡
る
や
り
と
り
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
浙
江
・
揚
州
と
も

に
乾
隆
帝
か
ら
見
て
危
険
地
域
で
あ
り
、
ゆ
え
に
南
巡
の
地
と
し

て
選
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
浙
江
に
赴
任
し
た
揚
州
人
の
官
僚

と
し
て
は
、
や
は
り
皇
帝
の
恩
遇
を
う
け
た
人
物
を
記
録
し
て
お

く
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
浙
江
に
赴
任
し
た
鄂
敏

が
、
西
湖
修
禊
を
主
催
し
た
と
き
の
詩
集
の
序
に
、「
昇
平
日
久
、

海
内
殷
富
、
商
人
士
大
夫
慕
古
人
顧
阿
瑛
、
徐
良
夫
之
風
、
蓄
積

書
史
、
広
開
壇
坫
。」
と
、
乾
隆
の
世
が
栄
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

浙
江
の
地
で
平
和
に
商
人
士
大
夫
の
詩
会
が
開
か
れ
る
、
と
述
べ

て
い
る
の
と
同
様
の
意
図
で
あ
ろ
う
。
地
域
を
越
え
て
記
録
さ
れ

る
詩
人
が
、
清
朝
に
厚
遇
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
、
と
い
う
の
は
、

地
方
志
が
皇
帝
に
監
視
さ
れ
て
い
た
時
代
を
象
徴
す
る
も
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
清
王
朝
に
愛
さ
れ
る
人
物
を
詩
集
に
入
れ

る
と
な
る
と
、
逆
に
清
王
朝
が
否
定
す
る
人
物
は
入
れ
な
い
こ
と

に
な
る
。『
両
浙
輶
軒
録
』
の
凡
例
の
最
初
に
、
思
想
犯
を
記
録
し

な
い
、
と
述
べ
て
い
た
と
お
り
で
あ
る
。
阮
元
は
揚
州
と
浙
江
と

い
う
、
清
初
に
抗
清
運
動
が
盛
ん
だ
っ
た
地
の
地
域
詩
文
献
を
ま

と
め
る
に
あ
た
り
、
極
め
て
用
心
深
く
作
業
を
進
め
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
れ
は
彼
が
地
方
志
に
資
料
を
提
供
す
る
た
め
に
文
献
を
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編
纂
し
て
い
る
こ
と
と
関
わ
り
が
あ
る
。『
清
一
統
志
』
に
資
料
を

提
供
す
る
地
方
志
は
、
皇
帝
が
直
接
審
査
し
て
い
た
こ
と
は
、
先

に
も
述
べ
た
。
当
時
の
地
域
詩
文
献
は
単
な
る
地
方
の
詩
集
で
は

な
く
、
清
朝
の
意
に
沿
う
こ
と
も
ま
た
重
要
な
役
割
で
あ
り
、
阮

元
は
官
僚
と
し
て
そ
の
こ
と
を
強
く
意
識
し
た
上
で
編
纂
事
業
を

行
っ
た
の
で
あ
る
。

八
、
お
わ
り
に

阮
元
の
編
纂
し
た
地
域
詩
文
献
で
あ
る
『
淮
海
英
霊
集
』
、
『
両

浙
輶
軒
録
』
は
、
地
域
詩
総
集
と
し
て
、
他
郷
の
詩
人
を
排
除
す

る
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
く
、
厳
し
く
地
域
の
区
切
り
、
他
郷
の

詩
人
を
排
除
し
た
。
揚
州
は
、
官
僚
で
い
え
ば
王
士
禛
、
孔
尚
任
、

盧
見
曾
ら
、
多
く
の
著
名
人
が
活
躍
し
、
そ
の
詩
会
が
有
名
で
あ

っ
た
が
、
彼
ら
は
詩
集
に
は
記
録
さ
れ
な
い
。
ま
た
『
広
陵
詩
事
』

に
は
記
録
さ
れ
る
が
、
そ
の
場
合
も
、
主
役
の
他
郷
の
官
僚
で
は

な
く
、
揚
州
の
参
加
詩
人
を
記
録
す
る
こ
と
に
徹
し
て
い
る
。

紅
橋
為
詩
人
聚
集
之
地
、
王
阮
亭
、
宋
茘
裳
皆
嘗
詠
于
此
、

後
孔
東
塘
在
広
陵
時
、
上
巳
招
同
呉
薗
次
綺
、
鄧
孝
威
、
漢
儀
、

費
此
度
密
、
李
艾
山
沂
、
黄
仙
裳
雲
、
宗
定
九
元
修
、
宗
子
発

元
予
、
査
二
瞻
士
標
、
蒋
前
民
易
、
閔
賓
連
、
王
武
徴
方
岐
、

喬
東
湖
寅
、
朱
其
恭
、
朱
西
柯
、
張
諧
石
韻
、
楊
爾
公
、
呉
彤

本
、
卓
近
青
爾
堪
、
趙
念
昔
允
懐
、
王
孚
嘉
、
王
楚
士
、
王
允

文
、
閔
義
行
共
二
十
四
人
紅
橋
修
禊
、
賦
詩
紀
事
。

（
『
広
陵
詩
事
』
巻
七
）

詩
会
は
、
多
く
の
詩
人
を
記
録
す
る
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
る

場
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
『
広
陵
詩
事
』
は
詩
会
を
多
く
記
録

す
る
。
し
か
し
、
揚
州
で
最
も
活
躍
し
た
他
郷
の
詩
人
達
は
記
録

ら
し
い
記
録
を
残
さ
れ
ず
、
ま
た
故
郷
で
の
活
動
が
な
い
た
め
に

故
郷
の
記
録
か
ら
も
消
え
て
ゆ
く
、
と
い
う
厳
し
い
現
実
が
あ
っ

た
。
地
域
重
視
の
時
代
の
記
録
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
い
っ
た
彼
ら

の
記
録
を
発
掘
し
、
当
時
の
詩
壇
の
姿
を
正
し
く
浮
か
び
上
が
ら

せ
る
作
業
が
、
今
後
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

注

[

１]

大
沢
顕
浩
「
「
詞
章
の
学
」
か
ら
輿
地
之
学
」
へ

地
理
書
に
見
え
る

明
末
～
」
は
、
『
大
明
一
統
志
』
が
文
学
作
品
の
写
作
・
鑑
賞
の
た
め

の
も
の
で
、
実
用
的
な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
反
発
が
明
末
に
あ

っ
た
も
の
の
、
清
朝
に
入
り
、
明
末
の
実
用
を
目
指
し
た
地
理
書
の
系

譜
は
伝
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

[

２]

馬
春
暉
『
中
国
伝
統
方
志

芸
文
志
研
究
』
（
国
家
図
書
館
出
版
社

二
〇
一
五
）
は
、
明
代
か
ら
、
地
方
志
芸
文
志
大
量
に
収
録
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
問
題
点
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
実
態
を
考
察
す
る
。

[
３]
蔣
寅
「
清
代
文
学
與
地
域
文
化
」
『
清
代
文
學
論
稿
』
（
鳳
凰
出
版
社

二
〇
〇
九
）
は
「
在
修
志
中
、
地
方
文
献
的
捜
集
和
芸
文
志
的
編
纂

是
最
重
要
的
工
作
、
伴
随
修
志
而
來
的
地
方
文
献
整
理
直
接
為
地
方
文

- 82 -

学
文
献
的
編
纂
奠
定
了
基
礎
。
事
実
上
大
多
数
地
域
詩
話
的
編
撰
或
多

或
少
都
与
修
志
有
関
。
」
と
、
地
方
志
が
地
域
詩
話
の
編
纂
に
関
わ
っ

た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

[

４]

黄
燕
生
「
清
代
方
志
的
編
修
、
類
型
和
特
点
」
（
『
史
学
史
研
究
』
第

四
期
、
一
九
九
〇
）
に
、「
筆
者
據
『
中
國
地
方
志
聯
合
目
録
』
統
計
、

在
所
収
八
千
三
百
六
十
四
種
方
志
中
、
清
代
方
志
有
五
千
六
百
八
十
五

種
、
占
七
十
％
」
と
し
、
清
代
の
地
方
志
が
歴
史
上
最
多
を
誇
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。

[

５]

阮
元
の
年
譜
と
し
て
は
、
古
く
は
張
鑑
等
に
よ
る
『
雷
塘
庵
主
弟
子

記
』
（
一
八
八
一
）
が
あ
り
、
こ
れ
は
『
阮
元
年
譜
』（
中
華
書
局

二

〇
〇
六
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
王
章
涛
『
阮
元
年
譜
』
（
黄
山

書
社

二
〇
〇
三
）
は
、
張
鑑
ら
の
「
弟
子
記
」
を
踏
ま
え
た
上
で
、

多
種
の
資
料
を
引
用
し
、
事
蹟
及
び
著
作
を
詳
細
に
記
し
た
も
の
で
、

本
稿
で
は
こ
の
年
譜
を
主
に
参
照
し
て
い
る
。
こ
の
他
、
阮
元
の
伝
記

に
は
、
郭
明
道
『
阮
元
評
伝
』（
社
会
科
学
文
献
出
版
社

二
〇
〇
五
）
、

陳
居
淵
『
焦
循
阮
元
評
伝
』
（
南
京
大
学
出
版
社

二
〇
〇
六
）
等
が

あ
る
。

[

６]

松
村
昂
『
清
詩
総
集
叙
録
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）

[

７]

阮
元
「
淮
海
英
霊
集
序
」
に
、「
乾
隆
六
十
年
、
自
山
左
学
政
、
奉
命

移
任
浙
江
、
桑
梓
非
遙
、
徵
訪
較
易
、
遂
乃
博
求
遺
籍
、
徧
于
十
二
邑
。

（
乾
隆
六
十
年
、
山
左
学
政
よ
り
、
命
を
奉
じ
て
任
を
浙
江
に
移
し
、

桑
梓
遙
か
な
る
に
非
ず
、
徵
訪
較
や
易
く
、
遂
に
乃
ち
博
く
遺
籍
を
求

め
、
十
二
邑
に
徧
し
。
）」
と
あ
る
。「
桑
梓
」
は
故
郷
を
指
す
。

[

８]

『
清
史
稿
』
巻
一
百
八
選
挙
志
に
、「
雍
正
四
年
、
以
浙
人
査
嗣
庭

、

汪
景
祺
著
書
悖
逆
、
既
按
治
、
因
停
浙
江
郷
会
試
。
未
幾
、
以
李
衛
等

請
、
弛
其
禁
。
」
と
あ
る
。
査
慎
行
の
弟
査
嗣
庭
が
郷
試
で
出
題
し
た

問
題
文
の
記
述
と
、
汪
景
祺
の
文
稿
中
の
年
号
の
記
述
に
清
朝
を
呪
詛

す
る
内
容
が
あ
る
と
し
て
、
両
者
が
投
獄
さ
れ
た
の
が
発
端
と
な
っ
た
。

『
永
憲
録
』
巻
四
「
停
浙
江
士
子
郷
会
試
」
に
「
上
諭
。
…
…
浙
江
風

俗
悪
如
此
。
…
…
応
将
浙
江
郷
会
試
試
停
止
。」
と
あ
る
。

[

９]

蒋
寅
前
掲
書
「
清
代
文
学
与
地
域
文
化
」
で
は
、
「
無
論
詩
集
還
是
詩

話
、
常
都
把
流
寓
本
地
或
歌
詠
本
地
風
物
的
外
地
詩
人
的
作
品
収
羅
進

来
。
」
「
外
地
作
者
所
写
的
歌
詠
本
地
風
物
的
作
品
、
他
們
的
歌
詠
会
成

為
当
地
地
人
引
為
驕
傲
的
資
本
、
広
為
伝
誦
、
婦
孺
皆
知
。
…
…
当
然

更
多
地
承
担
這
部
分
任
務
的
是
地
方
誌
、
各
級
地
方
誌
中
的
「
芸
文
志
」

都
収
有
題
詠
、
記
述
本
地
風
物
名
勝
的
詩
文
、
這
可
以
視
為
郡
邑
詩
文

集
和
詩
話
的
一
個
補
充
。
」
と
、
地
域
詩
集
、
詩
話
は
流
寓
の
人
の
詩

を
多
く
収
録
し
た
と
い
う
こ
と
、
他
郷
か
ら
の
流
寓
の
人
々
が
当
地
を

詠
ず
る
こ
と
は
そ
の
地
の
誇
り
で
あ
る
こ
と
を
、
王
漁
洋
を
例
と
し
て

述
べ
て
い
る
。

[
]

松
村
昂
前
掲
書
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[
]

黄
燕
生
「
清
代
方
志
的
編
修
、
類
型
和
特
点
」
（
『
史
学
史
研
究
』
第

11
四
期
一
九
九
〇
）
に
、「
《
大
清
一
統
志
》
的
編
修
歴
康
熙
、
雍
正
、
乾

隆
、
嘉
慶
、
道
光
五
期
、
経
過
了
一
百
五
十
七
年
的
漫
長
時
間
。
在
纂

修
過
程
中
、
皇
帝
多
次
過
問
、
官
員
厳
格
把
関
。
乾
隆
皇
帝
曽
親
自
審

閲
文
稿
、
提
出
修
改
意
見
。
」
と
、
乾
隆
帝
が
一
統
志
に
つ
い
て
皇
帝

が
自
ら
審
査
し
た
こ
と
、
ま
た
「
清
朝
統
治
者
一
方
面
倡
導
修
志
、
另

一
方
面
又
対
各
地
志
書
厳
格
審
査
、
乾
隆
間
還
詔
令
禁
止
私
修
志
書
。

由
于
文
網
厳
密
、
文
字
獄
盛
行
。
」
と
、
地
方
志
に
対
し
て
厳
正
な
審

査
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
阮
元
の
地
域
詩
文
献
の
編
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纂
は
嘉
慶
の
始
め
で
あ
る
が
、
当
然
こ
の
傾
向
を
引
き
継
い
で
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

[
]

張
四
科
『
宝
閑
堂
集
』
巻
二
に
収
録
さ
れ
る
。

12

[
]

こ
の
文
章
は
、『
毛
晋
斎
集
』
に
つ
い
て
い
る
全
祖
望
序
と
同
じ
文
で

13
あ
る
『
宝
甈
集
』
が
孟
晋
斎
集
と
同
じ
か
ど
う
か
は
不
明
。

[
]

松
村
昂
前
掲
書
。

14

[
]

陶
元
藻
輯
『
全
浙
詩
話
』
巻
四
十
九
「
雲
蠖
齋
詩
話
、
竹
町
館
於
広

15
陵
馬
氏
、
既
而
為
贅
壻
、
遂
家
於
揚
。」
と
あ
る
。


